
能

の

舞

踊

耄
耋

、タ

む,F響・
　　夛

小

林

靜

雄

は
　

し
　

が

き

賦.
樂
籌

樂
・癰

樂

の
二
種
禦

あ

る
や
う
に
、
舞
踊
に
も
器
樂
舞
踊
と
聲
樂
舞
踊
と
が
あ
る
、
そ
し
譱

樂
も

他

の
樂
劇
と
同
じ
く
こ
の
二
種
の
舞
踊
を
其
備
し
て
居

る
。
從

つ
て
本
稿
に
於

い
て
も
こ
の
二
種
の
舞
踊
に
就

い
て

解
説
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
限
ら
墾

紙
面
で
其

の
奄
部
に
觸
れ
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
に
誓

の
で
、
先
づ
器
樂

舞
踊
に
重
點
を
設
き
、
そ
の
中
で
も
特

に

一
般
的
な
も
の
に
重
點
を
遣

い
て
読
明
し
て
行
く
心
算
で
あ
る
。

　

一
臼
に
能
の
器
樂
舞
踊
と
云
つ
て
"も
其
の
數

は
非
常

に
多
く
、
多
種
多
樣

で
あ

る
が
、

こ
れ
を
二
つ
に
大
別
す

る

こ
と
が
鵠
來

る
、
即

ち
、

古
來

舞

し

と
稱
せ
ら

れ

る
も

の
と
然

ら

ざ

る
蕩

と

の

二
つ
に
な

る
。

後
者

を
包
括

す

る
名
稱
は
な
か
つ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
は
不
便
な
.の
で
、
近
家
は
こ
れ
を

一
括
し
て

、、働
事
L

と
云
つ
て
居

る
。

　
　
　
　

能

の

舞

踊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
五
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,



能

脅
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ぬ、～
　
　　
　
　　
　
　　イ
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　...　
バ
.　
　
　
-

.の
五
種
.類

で
あ

る
.

第

一
種

…

-
序

之
舞

・

急
之
舞

第

二

種

…

:
・樂

・
神

轍

獅
子

る

第

四

種

…

…

織

拍

印・丁

、

こ

の
ゆ円

、

鮃弔

}
稀
　が

鍛

"

殊
に
第
四
種

こ
第
五
種
と
睡

つ

の

名
冖褫
∵
の

巾
-
に

』封

じ

こ

"

そ

こ
で
本
稿

で

は
、
・G

評

能

の

「
糠

　
と

い

♪
声
も

の礑

て

、

醗 　丶　づ め は 　忌　 ・
セ 本 第 て 前 普 千
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靆.説'で つ 三

が し そ あ て 種
.・酒.・.　　 、　 　　 　 　　 　　 悔　 　い

る
。、

の
緯
成

を

分
析

的

に
誂
明

し
、

.
獲

に

へ
醒働
事
」

に
言

及
し

以

下

は
特

殊

な
も

の
で
あ

る
。

、

こ
れ
を

舞

し

と

い
ふ

一

白

;総

鼓

?

序

之
舞

・
申
之

磯

・
　

　

　

　

　

・
被

之

舞

σ
が
{

野
薹
夢

批
ノ

マ
ニ

抵
/
ゴ

　

溝3

　
ご
7
喝

　

ミ
し
ミミ

エ
う
　ま
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曜給

い

嘱
、一
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㌃
「
.
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早

舞
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黄

鑢

早

舞
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舞
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、
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!(刀 》

翼 あ

け る

7、 か・こ　 　め

が る ・
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ニみい

利

だ

と
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角'丶 　 　　 三慌

て 　 '穴

居

る
。

部r

ち
、
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装

も

驫
箆
寛

な
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㎡、誘

:
卜

り

舞
の

串
か
ら
鷺
表
と
し
て
申
之
舞

を
選
ん
だ
の
}脳縁
、

出　鼻
　「♪
ぜ〕
ズ紹 ろ

二僚静

が
,...ゴ廴藷援

も

屡

々

齢
畷
ぜ
ダ
b

れ

も

莎
∵
b

　
樋
賦
の
撫
蜘
漁
写
緯
ん
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掃調
.
～
》
鷓
畷
雪
レ
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よ
江

て
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る

覧
丶
羨
が
し
ザ
リ
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駕
缶
ボ・至ぬ謁 →画
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プヒ

か

ら
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}あ

冫磁
♪

山
-
♪
宛
雇
輝
し
し
い

弼
声
無
賜
忌
甑
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リ
ケ
a
Fか
、墨
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擁噸

!
∴
港

冷
∴
り
罵
メ
コ
應
・か

〆り
皐
ず
Ψ
羅

　
　
　丶

"

　

　

.,ヶ
厚3

ど
得

た
舞

で
あ

つ
て
、

表
鼓

入

ヲ
の
も

の
と

太

却赭
ハ
磨

ン

..～)

　,ナも

の

美
…
ボ
ρ

・♂の

縮勺

費〉
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釀
ご
.鱗

二

ー
レ
、

昏
∵
冖滑

、旨篇
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ド
し
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丶
㌻め

る

諺

毓
構
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殉
萄
∴
啣聾
仏
尹
ヘ
ソ

、

大

鼓
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小

鼓

.

そ

れ

か

ら

、

臓
勿

へ
ほ

浮
病
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'

`
声

、

彎{
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ノ

ー

ミ
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二

黛
ア

、
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赱
　
　ψメ

ー
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〆

「
地
」

と

コ
罫

、工1㌔

㌘ハ

鱗
ノ 　 、心

含門丿

い 、,

,ヤ 繊.鸞
5'、 拿

　 ド 霆　

蓐1三

ざ

1,匪

δ
醒

.}

か

黙

ご

酒紅

か
褊瀞
隅
津弱

∴
弓

る

孤勧

浮
ト
は

、

癬
へ
つ

宀甲
♪
　簫

し
し
、}

縮

ふ
舞

の
樽
成

噂

を
充
分
に
了
解
し
て
澱
、し

噸

!
読
摂
.ノ丶

こ

冫
∴
当面
覊

鵜
遡
以
烈
撃
宰
で

糎、一
る

⇔

悩
、
、

フを
、
α)

觀
蠻
-か

～り
解

講
眺
を
㎞
始
翌
の

㌢
警
)

・こ
織
心
ム
'。

巾
-
ケ
鵡
無
帥
締
獄
、

八
コ
日

孫
㌦
蝿憾
『∴
彗
へ
に

惣
騨
〉

・タ、

冷

隔
告
竃

溺
ほ
に

な

ゐ
.・・汀
寡

る

が

、　
正

癌
λ
に

は

近
.肌
獄
に

鞭
∵
あ
ベ

ム
4隠
ρ
の
.
で

みめ
る

。

尤

げ
。
こ

れ
や
い
串

ー
之

織
縡
〉民
麗
甑
ハ
ノ・
た

こ

・と

で

満
臨

な

、踊
賦

驚
爭

一
偶竃

に

館
鱒
.ず

・　
　

ぢ
りさ

ら

メ
.3
噛

　
旧庫
,轟.匙

・
〆.r
　

ム

讃
μ

,

の
大
部

分
が
、

委

し
く
言

み、
ば
奪

,破
之
舞

と

天

女

㌧乙
諏
琳
㍉
ド
ま
㌧
・扁
璽
畑
隰
」
やぜ
添
羅
い

た

㌫
a
り

拶
場
、.へ

ご

の

厩
縛
擬
μ
♂漁
鶴
ト
を

湛
噸
レ
残
L
》
一盛
る

り

で
、
しり

る
"か
為

鮓
.鱗瞬

の

購鑼

橿
淋
・
外
ド
こ
'か
～
り

9

多
く
の
揚
合
三
段
に
省
路

さ
戒
る
♪
'
ノ

囃
、
ン
・の

ヅ
鳴
.　
ガ

を

威
で
も
紳
舞

と
か
早
な郷
と
か
劣
舞

と
か
ψ
ぷ
乂
〆噸

ラ
∴

憾
テ
ノ

ン

ポ

の
、
庫建

1

.の

舞:

騒

七



　

　
　
　

　
翻

の

輝

踊

　

　

.
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
八

い
舞

は
五
段

に
舞

は
れ

る
こ
と
が

時

々
あ

る
が
、
序

之
舞

や
中
之
舞

の
や

う
な

テ

ン
ポ
の
緩

い
舞

が

五
段

に
舞

は
れ

る

こ
と
は
殆

ど
な

い
と

云

つ
て
よ

い
や

う
で
あ

る
。

然

し
、

正
式

は
飽

く
ま

で
竜
五
段

で
あ

る
の
で
あ

る
。

所
が
、

厄

介

な

こ
と
に
は
、

同
じ

く
五
段

と
稱

し

な
が
ら

、
そ

の
實
質

が
上

掛

ソ
ニ
流

(觀
世

・
寶
生
)

と

下

掛

リ
三
流

(金

春

・
金

剛

・
喜

多
一)
と
で
違

つ
イし
居

る
の
で
あ

る
。
即

ち
、

下
掛

う

の
三
流

で
は
名
實

共

に
五

段

で

あ

る
が
、

上
掛

う

の
二
流

で
は
名

は
五
段

で
も
實

は
四
段

な

の
で
あ

る
。

　

既
庭

で

「
段
」

と
.い
ふ
術
語

に
就

い
て
論

明
せ

ね
ば

な
ら

な

い
。
　
「
段
し

と

い
ふ
の
は
段
落

の
義

で
、

一
段

と

云

へ
ば
、
眞

中

に

}
つ
の
段

落

が
あ

つ
て
、

二

つ
の
部

分

に
分

れ

て
居

る
こ
と
で
あ

う
、

二
段

と

云

へ
ば
、

途
中

に

二

つ

の
段
落

が
あ

つ
て
、

三

つ
の
部

分

に
分

れ
て
居

る

こ
と
で
あ

る
、

シ
プ
の

ア
ゲ

ハ
が

二
度

ゐ
つ
て
、

三

つ
の
部
分

に
分

れ

て
居

る
ク

セ
を

二
段

グ

セ
と
稱

す

る
の
も
、

帥

ち

こ
の
改

で
あ

る
。

從

つ
て
五
段

と

云
ふ
以

上
、

五

つ
の
段

落

が
あ

つ
て
、

六

つ
の
部

分

に
分

れ

て
居

な

け
れ
ば

な
ら
な

い
の
で
あ

る
が
、
觀

世

と
寶

生

と
で
謂

ふ
所

の
五
段

の

舞

は
四

つ
の
段
落

に
依

つ
て
五

つ
の
蔀
分

に
分

れ

て
居

る
の
で
あ

つ
て
、
實
ぽ

四
段

で
し
か
な

い
の

で
あ

る
。

從

つ

,

て
同

じ
く

五
段

と

云
ふ
も

の

＼
上

掛

ソ
と

下
掛

り
と

で
は
實
質

が
異
な

つ
て
居
る

わ
け

で
あ

る
。

　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
へ　　も　　も

　

所
が
、

更

に
厄
介

な

こ
と
に

は
、

五
段

の
舞

を
省
略

し

て
三
段

に
舞

ふ
場
合

、
そ

の
省
略

の
し

か

控
が
上
掛

ヅ
と

下

掛

ソ
と
で
相

蓬

し
て
居

る

の
で
あ

る
。

即

ち
、

上
掛

ソ

で
は
初

段

・
三
段

・
四
段

の
三

つ
を
繼
ぎ

合

せ

て
舞

ふ

(
こ

の

揚
合

に

は
4ー
貲

共
に

三
段
)

に
鍔

し
、

下
掛

ソ

で
は
初

段

・
二
段

・
五
段

の
三

つ
を
繼

ぎ
合

せ

て
舞

ふ

の
で
あ

る
。



■

從

3

.
上
掛
ソ
の
三

段

の
響

の
み
見
な
墾

人
が
下
掛
ソ
の
三
段

の
舞
を
曇

な
ら
ば
、
ま
る
で
別
掴
の
磐

見

る
患

砿
が
す
る
で
あ
ら
う
。

　

從

つ
て
能

の
舞

の
型
に
精
通
し
よ
う
と
思
ふ
な
ら
ば
、
ま
つ
下
掛
ソ
の
五
段

の
型
を
充
分
に
會
得
し
て
か

＼
る
こ

と
が
必
饗

と
墨

.
然
し
、
本
書
譖

耋

は
、
そ
れ
乳

の
必
要
は
な
い
と
墨

の
で
・
磐

多
く
の
讀
者
が

最
最

ぞ

見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
所
の
觀
世
流
の
三
段
の
中
之
舞
養

例
に
し
て
、
そ
の
笛
の
譜
と
舞
の
型
と
を
概

説

す

る
に
止

め
カ

い
と
思

ぷ
。

前

管

邇
べ
艶
や
う
に
、
笛

の
譜
に
は
地
と
手
の
二
種
類
が
あ

る
。

「
地
」
と

象

の
は
将

.
騨

矚

島

の
四

く

さ

り

の
譜

で
あ

つ
て
、

こ

の
四
く

さ
り

の
譜

を
繰

り
返
し

て
吹

い
て
行

く
内

に
段

に
な

る
。

段

に
は

必
ず
特

殊
な

「
壬

が
あ
う
、
そ
れ
が
濟

め
ば
再
び

「
地
」

に
な
る
、
そ
し
て

「
地
」
を
響

返
し
て
吹

い
て
行
ー
内
袋

の
段

に
な

る
、
と
云
ぷ
わ
け
で
あ

る
。

そ
れ
で
あ

る
か
ら
、
能

の
舞

の
譜
に
精
逋
す
る
カ
め
に
は
、
ま
つ

地

を

は
如

何
な
る
譜
で
ゐ

る
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

「
地
」
ど
は
前
記

の
如
彰

・
聘

彰

・
勢

四
く
砦

で
・
そ
れ

は
次

の
如

き

も

の
で
あ

る
。

毳
ご

　

　

(
中

)

オ

ヒ
ヤ
イ

ヒ
㍉

ー

イ

ヒ
～

㌧

ウ
ヒ

ー

イ

ー

　

　

(
甲

)
　

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

ー

ー

ソ

・

ヒ

ウ

ー

ヤ

ー

ア

ー

　
　
(中
)

ヒ
ウ
ー
川
ー
ー
イ
ヒ
等

㌧

ウ
ヒ
ー
イ
ー

　
　
　
　

能

の

舞

踊
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
三
九

尋
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能

　
の
　
舞

　
踊
　

　

　

　

　

　

　

　

　

噂
　

.,　

　

、　

,　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
ニ

　

オ

k
ヤ
ー

ラ

ー

i

イ

ホ

ー

ウ

ホ
ウ
ヒ

ー

　

こ

の

「
手

」

の

次

に

h、オ

・

シ
L

と

い

ふ

特

殊

な

手

が

入

る

。

そ

れ

は

次

の

如

き

賂

の

で

あ

る

。

　

オ

ヒ
ヤ
ー

ア

ー

イ

タ

ウ
'
i
・
ラ

i

i

リ
ウ
ロ
i
・
オ

i
・

　

ヒ

ウ

ー

川

ー

ー

イ

タ

i

ー

ル

ラ

ー

ー

ソ

　

ヒ

ウ

ー

川

I

ー

イ

ヒ
ヤ
ー

i

リ
ウ
ヒ

ー

イ

ー

　

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

i

i

イ

ホ

ー

ウ

ホ
ウ
ヒ

ー

イ

ー

　

こ

の

後

ば

再

び

「
地

」

に

な

う

、

中

・
甲

・
中

・
呂

を

繰

う

返

す

こ

と

二

度

、

即

ち

「
地

」

二

順

に

し

て

段

に

な

る
。

こ

れ

を

「
二

段

」

と

云

ふ

。

(註
三
)

　

二

段

の

「
手

」

は

初

段

の

其

れ

と

崟

く

同

じ

で

あ

る

が

、

次

の

「
オ

ロ

シ
」

は

大

分

違

ふ

。

即

ち

、

次

の

や

う

な

譜

で

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

　

　

　

・

　

オ

ヒ
ヤ
ー

ア

ー

イ

タ

ウ

ー

ラ

ー

ア

ー

ロ
ー

オ

ー

　

ラ

ー

i

ア

ー

ア

ー

ア

ー

ー

リ
ウ
ロ

ー

オ

ー

　

ヒ

ウ

ー

ウ

ー

ウ

ー

ウ

ー

ウ

ー

ラ

ー

〃

ー

ラ

ー

ー

,
ウ
川

ー

ー

イ

ヒ
ヤ
ー

ー

リ
ウ
ヒ

ー

イ

ー

　

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

ー

i

イ

ホ

ー

ウ

ホ
ウ
ヒ

ー

イ

ー

こ

の

後

は

再

び

「
地

し

に

な

う

、

中

・
甲

・
中

・
呂

を

繰

6

返

す

こ

と

四

度

、

即

ち

「
地

し

四

順

に

し

て

次

の

段



書

,

に
な

る
。

こ
れ
を

⊇

葮

」

と
云

ふ
.

　

三
段

の

「
手
」

は
刧

段

∴

譁
へ
の
詫
ハれ

と
少
し

く
異

つ
て
居

る
。
即

ち
、

左

の
如
き
悪

の
で
あ

る
。

　

　

オ
レ}ヤ
ー
ー
オ

ヒ
ヤ
リ
ー
・
ヒ
ウ

イ

ヤ
ラ
ー

ソ

ヤ
ー
ジ
ー

ヤ
ー
リ
ー

。
ヒ
ウ
'イ

ヤ
ラ
ー
ソ

　

　

オ
ヒ
ヤ
イ
ヒ
飄
ー

ー
イ

ヒヤ
ー
ー
リ
ウ
ヒ
ー

イ
ー

　

　

オ
ヒヤ
ー

ラ
ー
i

イ

ホ
ー

ウ
ホウ
ヒ
・ー
イ
ー

　

こ
の
後

は
直
ぐ

に

「
地
」

に
な

る
。

初
段

・
二
段

の
場
合

の
如

く

「
オ

ロ
シ
」

は
な

い
。

か
く

て
中

・
甲

・
中

・

呂
を

繰

6
返

す
こ
と

二
度

、
即

ち

「
地
」

二
順

に
し

て
舞

上
ゲ
と

な

る
。
即

ち
、

舞
が

終

る
の
で
あ

る
。

　

以

上

で
中
之
舞

の
譜

に
就

い
て
大
體

の
論

明
を
終

つ
カ
。

次

に
こ

の
譜

に
合
せ

て
如
何

な

る
舞

が
ま

は
れ

る
か
、

そ

の
型

に
就

い
て
読
明

し
ょ

う
。

　

先

づ
破
掛

り

の
場
合

に
は
、

舞

に
か

丶
る
直
前

に

「
霞

立

つ
」

(草

子
洗

小
町
)

と

か

「
力

団
頼

め
」

(船
辨

慶
)

と

か
云
ふ
拍

子
に
合

は
な

い
短

か

い
謠
が
あ

る
の
が
逋

例

で
あ

る
。

こ
れ

を
假

に
掛

ヅ

の
謠
と
名

づ
け

て
置

か
う
。

こ

の
掛

り

の
謠
φ

問

に

シ
テ
は
驫

を
疉

み
・な
が
ら

大
小
前

か
ら
右

へ
廻

つ
て
常
座

へ
行

く
。
尤

慈
、

こ
れ

は
觀

世
流

の
場

合

で
、

他
流

は

元
の
大

小
前

へ
戻

る
。

そ
し

.曽し
掛
、ソ

の
オ
ヒヤ
～

ア
ー

ア
ー

ア
ー

ア
ー

ラ
ー

で
囃

苧

方

へ
向

い
て

行

き
二掛
う
、

次

の
オ
ヒ
ヤ
ィ

ヒ
讐
1
ー

イ
ヒ
ヤ
ー
ー
リ
ウ
ヒ
ー

で
サ

シ
廻

シ
を

し
て
脇

肥
面
を
肉
き

、
右

左
と

二

足

つ
め
、

オ

ヒヤ
ー

ラ
ー
ー

イ

ホ
ー

ウ
ホウ
ヒ
ー

で
疋

へ
直

し
、

左

足
を
引
き

つ
け

て
足

を
揃

へ
る
。
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櫛
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鞭
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靉
驚
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購
画

　

こ

れ
は
破

掛

ソ
の
場
合

で
あ

る
が
、

達

拜
掛

り

の
場
合

は
型
が
違

ふ
、

逹
拜
掛

ソ

の
場
合

に
は
破

掛

ソ

の
場
合

の

や

う

な
掛

y

の
謠

は
な

い
の
が
逋

例

で
、

大
抵

は
大

ノ
ソ
地
か
ら
直

ぐ
に
舞

に
な

る
。

こ
の
揚

合
に

は
、

大

ノ
リ
地

の
最

終
句

で

シ
テ
は
長
絹

の
袖

の
露
を

取

わ
な
が
ら

大
小
前

か
ら
右

へ
廻

つ
て
常
座

へ
行
く
.

そ
し

て

正

へ
向

い
て

開
き

、

オ
ヒヤ
ー

オ
ヒ
ヤ
ア
ー

ア
ー

ア
ー

ラ
ー

ア
ー
で
達

拜
し
、

オ
ヒ
ヤ
ー

オ

ヒ
ヤ
ソ

ー

ヒ
ウ
イ

ヤ
ラ
ー

ソ
と

右

ウ
ケ
て
左

右

の

や
う

に
左
手

を
さ
し

て
左

へ
三
足
出

て
左
袖

の
露

を
離

し
、

オ
ヒ
ヤ
イ

ヒ
ヨ
ー
～

イ
ヒヤ
ー

ー
リ
ウ
ヒ
ー
で

サ

シ
廻

シ
を

し

て
右

ウ

ケ
ニ
足

つ
め
、
右
袖

の
露

を
離

し
、

オ
ヒ
ヤ
ー

ラ
i

1ー
イ

ホ
ー
ウ
ホ
ウ
ヒ
ー

で
正

へ
直

し
、

左

足

を
引
き

つ
け

て
足

を
揃

へ
る
。

但

し
、

こ
れ
竜
他
流

は
大
小
前

で
達
拜

し

て
舞

に

か

＼
る
。

　

こ

れ
か
ら

先
は
破

掛

り
も
達
拜

掛

ヅ
竜

同
じ

で
、

地
三
順

で
初

段

に
な

る
。
即

ち
、

最
初

の
地

一
順

の
問

に
左

足

か
ら

正

へ
出

て
三
足
目

の
左

足
を
右

足

へ
か
け

て
角

へ
向
き
、

角

へ
行

つ
て
左

足

で
留

娑
う
、

正

へ
直

し
て
左
足

を

引
き

つ
け

て
兩

足

を
揃

へ
る
噂

こ
れ

を
角

ト
ジ
と

云
ふ
。

そ
れ

か
ら
次

の
地

}
順

の
問

に
左

へ
廻

つ
て
笛
座

の
前

へ

行

き

、

右
足

を
左
足

へ
か
け

て
角

へ
向

き
、

サ

シ
♂し
正
中

へ
出
、

左
足

で
留
ま

る
。

そ

れ
か
ら
次

の
地

}
順

で
、

サ

シ
尢
ま

＼
左

へ
廻

つ
て
大
小
前

へ
行
き
、

正

へ
向

い
て
左
右

と

二
足

出

て
足

へ
揃

へ
、

片
左

右
し

て
扇

を

ア

シ
ラ
ひ

乍

ら

正

へ
打

込
み
、
扇

を
廣

げ

て
再

び
打
込

む
や

う

に
し

て
顏

の
前

へ
出

す
。

　

さ

て
初

段

の

オ
ヒヤ
ー

オ

ヒ
ヤ
ヅ

・
ヒ
ウ
イ

ヤ
ラ
ー

ジ
で
上
ゲ
扇

を
し

て
開

き
、

オ
ヒ
ヤ
イ

ヒ
ヨ
i

ー
イ
ヒ
ヤ
i

ー
リ
ウ
ヒ
ー

と
中

左

右
し
、

オ
ヒ
ヤ
ー

ラ
ー
ー
イ

ホ
ー

ウ
ホウ
ヒ
ー
で
正

へ
打

込
み

左
右
と

二
足
引
き
、

右

足
を
出

し
な

が
ら

正

ヘ
プ



●

シ

て

開

く

。

こ

の

後

へ
謂

は

ゆ

る

オ

ロ

シ

が

來

る
。

即

ち

、

オ

ヒ
ヤ
ー

ア

ー

イ

タ

ゥ

ー

ラ

ー

ー

轡
ウ
ロ

ー

で

左

足

を

引

き

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

右

足

を

引

き

つ

け

な

が

ら

勗

を

前

へ
出

し

、

ヒ

ウ

ー

川

ー

ー

イ

タ

i

i

ル

ラ

i

i

ソ

と

左

足

で

拍

子

を

踏

み

、

ヒ

ゥ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

　

　

　

　

　

の

ー

川

ー

ー

イ

ヒ
ヤ
ー

ー

リ
ウ
ヒ

ー

と

右

足

で

拍

子

を

踏

み

、

オ

.ゼ

ー

ラ

ー

ー

イ

ホ

ー

ウ

ホ
ウ
ヒ

ー

と

脇

正

へ
出

る
。

こ

れ

か

ら

地

二

順

で

二

段

に

な
.
る
。

郎

ち

、

オ

ヒ
ヤ
ィ

ヒ
ヨ
ー

i

イ

ヒ
ヤ
ー

ー

リ
ウ
ヒ

i

・

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

ー

ー

ソ

・

ヒ

ウ

ー

ヤ
」

と

脇

正

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

ら

左

へ
取

り

、

左

右

の

や

う

に

左

手

を

サ

シ

て

地

頭

前

へ
行

き

、

ヒ

ウ

ー

川

i

ー

イ

ヒ
ヤ
ー

ー

サ
ウ
ヒ

ー

と

斜

右

へ
向

　
い

て

右

左

と

二

足

つ

め

、

左

足

で

拍

子

を

踏

み

、

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

ー

ー

イ

ホ

ー

ウ

誘

ピ

ー

と

右

手

の

扇

を

上

げ

な

が

ら

角

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　

　

暉

へ
行

・き

、

オ

ヒ
ヤ
ィ

ヒ
ヨ
f

i

イ

ヒ
ヤ
ー

ー

リ
ウ
ヒ

ー

と

左

拍

子

、

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

i

ー

ソ

・
ヒ

ウ

ー

ヤ

ー

と

右

拍

子

を

踏

み

、

ヒ

.

ウ

ー

ル

ー

i

イ

ヒ
ヤ
ー

ー

リ
ウ
ヒ

ー

と

正

へ
打

込

ん

で

開

き

、

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

i

ー

イ

ホ

ー

ウ

永
ウ
ヒ

ー

と

角

へ
向

き

右

左

と

二

足

つ

め

な

が

ら

搨

を

左

手

に

取

る

。

　

き

て

二

段

目

の

オ

ヒ
ヤ
ー

オ

ヒ

ヤ

ソ

・

ヒ

ウ

イ

ヤ

ラ

ー

ヅ

で

左

へ
廻

り

常

座

へ
行

き

、

オ

ヒ
ヤ
イ

ヒ
ヨ
i

i

イ

ヒ
ヤ
ー

i

リ
ウ

ヒ

ー

と

正

へ
向

き

左

右

と

二

足

出

な

が

ら

右

手

で

サ

シ
、

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

ー

ー

イ

ホ

～

ウ

ホ
ウ
ヒ

ー

と

開

く

。

こ

の

後

ヘ

オ

　

ロ

シ

の

手

が

來

る
。

即

ち

、

オ

ヒ
ヤ
ー

ア

ー

イ

タ

ゥ

ー

ラ

ー

ア

ー

ロ

ー

と

右

ゾ

ケ

て

左

右

左

と

三

足

さ

が

る
。

次

の

ラ

ー

ー

ア

ー

ア

ー

ア

ー

ー

リ
ウ
ロ

ー

は

そ

の

ま

＼

で

靜

止

し

、

ヒ

ウ

ー

ウ

ー

ウ

ー

ウ

ー

ウ

ー

ラ

ー

川

ー

ラ

i

ー

リ
ウ
〃

ー

ー

イ

済

ー

ー

リ
ウ
ヒ

ー

と

左

右

と

二

足

出

で

二

足

目

の

右

足

を

か

け

て

正

へ
向

き

、

角

へ
行

き

、

オ

.
華
ー

ラ

i

ー

イ

ホ

ー

タ

ホ
ウ
ヒ
ー

と

左

足

で

留

・ま

る
。

こ

れ

か

ら

地

四

順

で

三

段

に

な

る
。

即

ち

、

最

初

の

地

一
順

の

聞

に

左

へ
廻

つ

て

脇

　

　

　

　

　

覊
　

の
　
郵

踊

　

　

　

　

　

　

　
・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

閥
籤

、

蜘

b



心

　

　

　

　

池
櫛

の

し殫
.
踊

　

　

　

　
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
混
ハ

　

　

　

　

　

瑾
,　
　　
　　　
　
・;
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　̀

座

前

か

ら

常

座

の

方

へ
向

い

て

二

足

出

て

動

シ
込

み

、
"開

き

な

が

ら

左

手

の

扇

を

前

へ
出

す

。

次

の

地

一
順

の
問

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

常

座

へ
行

き

、

左

手

の

扇

を

下

し

な

が

ら

小

廻

り

し

て

正

ヘ
サ

シ
込

み

、

オ

ピ
ヤ
ー

ラ

i

i

イ

ホ

ー

ウ

辞

ヒ

i

ー

と

開

い

て

左

拍

子

を

踏

む

。

次

の

地

一
順

の

間

に

左

手

の

搦

を

再

び

前

へ
出

し

て

正

中

と

地

謠

座

前

の

巾

問

へ
行

き

、

正

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

面

を

向

い
ゴて

四

足

ば

か

り

出

、

左

足

を

つ

め

て

足

を

揃

へ

る

。

さ

て

オ

ヒ
ヤ
昭

ヒ
濁
ー

密

イ

ヒ
ヤ
ー

ー

リ
ウ
i
・
ヒ
ー

と

左

拍

子

、

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

ヒ
ヤ
」

ラ

ー

ー

ソ

・

ヒ

ウ

ー
-
ヤ

ー

〉
㍉
右

拍

嚇十
禺を

踏

アが
、

ヒ

ウ

ー

川

i

ー

イ

ヒ
ヤ
ー

i

リ
ウ
ヒ

ー

と

「石

ウ

ケ

て

后翊
・を

内

へ
折

b

返

し

、

乘

り

込

む

や

う

に

二

足

出

で

、

更

次

ハ
、矛
扇

を

し

な

が

ら

正

ヘ

ニ

足

出

で

、

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

ー

i

イ

ホ

ー

ウ

ホ
ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

ヒ

ー

と

開

き

・な

が

ら

扇

を

右

手

へ
逆

に

取

る
。

こ

丶

へ

三

段

の

手

が

來

る

。

　

さ

て

オ

ヒ
ヤ
ー

オ

ヒ

ヤ

リ

・

ヒ

ゥ

イ

ヤ

ラ

i

ー

ソ

と

右

手

へ
逆

手

に

持

つ

抛

扇

で

サ

シ

込

み

な

が

ら

正

へ
'出

て

開

き

、

ヤ

ー

ヅ

ー

ヤ

ー

り

ー

・

ヒ

ウ

イ

ヤ

ラ

i

ー

ヅ

・
オ

ヒ
ヤ
イ

ヒ
ユ
i

i

イ

ヒ
ヤ
ー

ー

リ
ウ
ヒ

ー

と

右

へ
廻

っ

て

角

と

脇

正

の

中

間

の

邏

へ
行

き

、

オ

ヒ
ヤ
ー

ラ

i

i

イ

ホ

」

ウ

永
ウ
ヒ

ー

と

右

へ
取

つ

て

笛

柱

の

方

へ
向

き

、

一
こ
ご
足

出

て

行

き

か

丶

る
。

こ

れ

か

ら

地

二

順

で

舞

上

ゲ

に

な

る

。

即

ち

、

最

初

の

地

　
順

の

問

に

サ

シ
廻

し

て

角

へ
向

き

、

二

三

足

出

て

行

き

か

丶

b

、

右

へ
取

つ

♂し
廻

る

様

に

し

て

大

小

前

へ
向

ム
、乱
、

勗

を

常

の

や

う

に

持

ち

直

し

、

次

の

地

一
順

の

問

に

常

座

　

　

　

　

　

ゆ　　　　
　　め

へ
廻

6

込

み

、

更

に

左

へ
今

…
つ

小

さ

く

廻

b

込

ん

で

正

へ
向

き

、

扇

を

打

込

む

や

う

に

し

て

前

く、
出

し

、

大

小

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　
に

ム

ス

ピ

コ
イ

合

の

手

k

か

け

て

ワ

カ
を

謠

ぴ

禺

す

。

ま

た

フ

カ

の

な

い
場

合

に

は

、

常

座

へ

一
一
つ

廻

う

込

ん

だ

後

が

左

右

打

、込

開

キ

の

型

に

な

る
。

ρ

脅



　
　
以
上

の
型
は

ひ
鏘
…辨
慶
」

や

「草

子

洗
小
町

」
の
や

う
な
唐
織

を
春

け
穴

シ
テ

の
醗

で
、
緊
松

風
L
・
「
胡
蝶
」
・
「
西

王

母
」

な
ど

の
如

く
長
絹

(
叉
は
舞

衣
)

を
着

け

允

シ
プ

の
場
合

北

は
、
袖
.を
返

し

喪
う
、
直

し
カ

ら
す

る
型

が
隨

,
所

に
加
は

つ
て
來

る
。

要
カ

ニ
段

目

の
オ

ロ
シ
に
は
右
袖

を
被

く
。

寶
生

流

で
は
右
袖

を
卷

く
が
、

こ
れ

は
近
代

に

至

つ
て

の
改
變

で
あ

つ
て
、

往

ぞ
は
矢
張

り
袖
を

被

い
距
鷲

の
ら

し

い
。
　
↓
體

、
中

之
舞

と
か
序
之

舞

と

か

い
ふ
女

性

の
舞

は
袖

を
被

く

の
が
原

則
、
紳

舞

と
か
男
舞

と

か

い
ふ
男
性

の
舞

は
袖

を
卷

く

の
が
原

剃

で
あ

る
の
で
あ

る
が
、

寶

生
流

は
其

の
點
が
紊

亂

し

て
し
、裟
つ
π
わ
け

で
あ

る
。

　

以
上

で
中
之
舞

(觀

世
流
)

三
段

の
譜
及

び
型

に
就

い
て
解

読

し
了

つ
控
。

こ

の
.説
明
だ

け
を
讀

な
れ

て
慈
或

は

充

分

に

了
解

出
來

な

い
か
も
知

れ
な

い
が
、

こ
れ
だ

け

の
こ
と

を
豫
備
知

識

に
し

て
、

中
之
舞

を

二

三
度

見
ら

れ
尢

な

ら
、

中
之

舞

と

い
ふ

の
は
何

う

い
ふ
も

の
か

の
見
當

は
附
く

で
あ
ら

ラ
。

申

之
舞

が
何

う

い
ふ
竜

の
か

皮
鋼

れ
ば
、

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

能

の
舞

(第

　
種
)

が
何

う

い
ふ
も

の
か

窟
鋼

つ
カ
わ
け

で
あ

る
。
繁

を
厭
は
ず
、

興

味
索
然

た

る
記
蓮

を
な
し

控

の

も
、

こ
の
故

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

,

　
　

註

網　

自
分
は
中

・
甲

・
中

・
呂
を
以
つ
て

「
地
し

一
順
と
論
明
し
た
が
、

　
般
に
は
呂

・
中

・
甲

・
中
を
以
つ
て

「
地
」

一
順

　
　

　
と
考

へ
て
居
る
。
・即
ち
、
舞
の
地
は
呂
に
始
ま
る
と
考

へ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
自
分
は
思
ふ
所
あ
つ
て
、
地
は
呂
に
絡

　
　

　
る
も
の
と
し
て
説
明
し
た
。

一
般
が
呂

・
中

・
甲

・
中
を
以
つ
て
地

一
順
と
考

へ
る
理
由
は
專
ら
囃
子
の
手
配

抄
に
あ
る
。
帥

　
　

　
ち
、
、小
鼓

の
長
地
が
呂
か
ら
打
ち
始
め
ら
れ
る
爲
で
あ
ら
う
。
從

つ
て
囃
子
を
主
に
し
て
考

へ
れ
ば
、
地
は
呂

に
始
ま
る
と
考

　
　

　
　
　

鷲
　
の
　
舞

踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
七

8



∂

　

　

　

能
　

の
　

舞

踊
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
四
八

　

へ
る

こ

と

が
委

當

で
あ

硬4,
が
,

舞

の
型

を

主

に
し

て
考

へ
暫る

と
、

さ

う

は
考

へ
難

い
。

そ

の
理
由

は
舞

の
型

が

と

か
く

呂

を

以

　

つ
て

一
段

落

に
な

る
傾

向

が

あ

る
。

こ

れ
は

各

流

を

通

じ

て
見
ら

れ

る
傾

向

で
あ

る

が

、
特

に
觀

世
流

に
於

い

て
顯

著

で

あ

る
、

。
そ

れ
は

呂

上

ゲ

と
稱

し

て
初

段

.
二
段

・
三
段

、

何

れ

も
呂

で
上

が

る
か

ら

で
あ

る
。

言
葉

を

か

へ
て
言

へ
ば

、

呂

で

　
段

落

　

に
な

つ
て
段

の
手

に
接

續

し

て
居

る
た

め

で
あ

る
。

從

つ
て
舞

の
型

(
特

に
觀

世
流

の
舞

の
型
)

を
詭

明

す

る

に
は

、

地

は
呂

　

を

以

つ

て
絡

る

も

の

と
し

て
論

明

す

る

こ

と

が
便

利

で

あ
り

,

ま

た

正
當

で

あ

る

と
思

ぴ
轡

中

・
甲

・
中

・
呂

を

以

つ
て
「
地
し

　

一
順

と

し

て
諡

明

し

た

も

の

で
あ

る
。
　

　

　

　

　
.　

　

　

　

.　

　

　

　

　

　

　

.　

　

。,

註

二
　

觀

世

流

で

は
掛

り

の
後

、

地

三

順

で

初
段

に

な

る

が
、
他

流

は

地

二

順

で
初

段

に
な

る
。

つ
ま

り

四

ク

サ

リ

だ
け

短

か

い

　

わ

け

で

あ

る
。

從

つ
て
型

の

テ

ン
ポ

も

そ

れ

だ
け

速

い
わ

け

で
あ

る
。

即

ち
、

掛

り

の

オ
。
ヤ
ー

ラ

ー

ー
イ

ホ

ー

ウ
ホ
ウ
ヒ

ー
で
角

　

へ
行

つ

て
し
ま

ふ

の

で
あ

る

。

}証
三

　
觀

世
流

で

は
前

記

の
如

く
段

の
前

は

必
す

呂

で
絡

つ

て
居

る
。

然

し
、

他

流

は

必
す

し
も

さ

う

で
な

く

、

初
段

は

呂
,

二

　

段

は
中

(
呂

の
後

の
中
)
、

三
段

は
甲

で

上

が

る
。

か

う

い

ふ
上

ゲ
方

を

觀

世

流

の
呂

上

ゲ

に
對

し

て
呂

中
甲

と
稱

す

る
。

勿

論

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

`

　

正
し

く

は

呂

中

甲

上

ゲ

と

云

ふ

べ

ぎ

で
あ

ら

う

が

、
實

際

は
單

に
呂

中

甲

と

だ

け
言

つ
て
居

る
。

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪

二
訟早
　
能

の
器
{樂
」舞
踊

(中
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

O

前

章

に
於

い
て
は
中

之
舞

を
實

例

に
取

つ
イし
能

の
舞

と

い
ふ
も

の

＼
型

に
就

い
て
解

読

レ
た
。

能

の
舞

は
色

々
あ

る
が
、
多

く

は
前

蓮

の
中
之

舞

と
同
じ

や
う

な
構
成

を
持

つ
た
も

の
で
あ

る
。

中

で
も
第

　,種

に
嫡

す

る
所

の
舞

は

職



り

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

ジ
ン
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ズ
ム

其

の
構
成

に
於

い
て
は
金

く
大
同

小
異

で
あ

つ
て
、
共

の
異

る
點

は
要

す

る
に
位

(
速
度

)
乏

ノ
ソ

(
節
奏

威
)

の

相

違

で
あ

る
と
言

つ
て
宜

い
と
思

ふ
。

そ
れ
で

は
其

等

の
舞

の
各

々
に
就

い
て
簡

單

に
解

説
し

よ

5
。

磐

舞

序
之
無

」
い
ぶ
名
稱
の
意
義
は
序

の
位
で
舞
ふ
所
の
舞
と

い
ぷ
こ
と
で
あ
ら
う
。
序

の
位
ま

ふ
の

は
言
ふ
ま
で
も
な
く
序
破
急
の
序
で
、・
極

め
て
靜

か
な
プ
ン
ポ
を
意
味
す

る
。
即
ち
N
序
之
舞
と

い
ふ
の
は
晶
位
高

き
女
性
、

叉
は
老
入
の
舞
ぷ
極

め
て
靜

か
な
舞
で
あ
る
。
笛
を
地
と
し
て
大
小
鼓
で
囃
す
も
の
と
其

の
上
に
太
鼓

の

加
は
る
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
を
大
小
の
序
之
藩
、
後
者
を
太
鼓
入
ジ
の
序
之
舞
と
呼
ぶ
。

正
式
は
五
段
で
あ
る
が
、

大
抵
は
略
し
て
三
段
に
舞
ふ
。
こ
の
舞

の
特
徴
と
言
ふ
べ
き
は
舞

の
冒
頭
に
序
・・」
稱

ず
る
特
殊
の
手
配
う
の
あ

る
こ

と
で
あ

る
。
こ
れ
も
正
式
に
は
五

つ
で
あ

る
が
、
夫
抵
は
略
し
て
三
つ
に
し
て
居

る
。

鰍

ノ
磐

舞

　

こ
れ
は
太
鼓
入
り
の
序
之
舞

の
特
殊
な
も
の
と

い
ぷ
べ
き
も
の
で
、
極
め
て
閑
か
な
、
莊
鹸
な

滅

じ

の

舞

で

あ

る

。

老

體

の

祕

、

又

は

紳

が

＼
わ

の
.し

力

老

職

入

の

舞

ふ

舞

で

あ

る

。

正

式

に

は

五

段

で

あ

る

が

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ

大

抵

は

略

し

て

三

段

に

舞

ふ

。

序

は

七

つ

が

正

式

で

あ

る

が

、

こ

れ

も

大

抵

は

略

し

て

五

つ

に

し

て

居

る

。

　

ち
う
の
　
ま
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
の
　
ま
ぴ

　

中

之

舞

　

　

こ

の

舞

に

就

い

て

は

前

章

に

詳

し

く

遞

べ

控

。

こ

の

舞

を

昔

は

破

之

舞

と

言

つ

て

居

た

や

う

で

あ

る

。

破

は

序

破

急

の

破

で

、

序

之

舞

と

急

之

舞

の

中

間

の

位

で

舞

ふ

祈

の

舞

と

い

ふ

意

味

で

あ

る

。

中

之

舞

と

い

ふ

名

稱

慈

同

様

の

意

味

を

持

つ

も

の

と

解

釋

さ

れ

る

。

多

く

は

女

性

の

舞

ぷ

舞

で

あ

つ

て

、

序

之

舞

の

端

麗

な

の

に

封

し

て

、

優

艶

な

趣

を

其

へ

て

碧

る
。

こ

れ

に

略

大

小

の

や

之

舞

と

太

鼓

入

ソ

の

中

之

舞

の

二

種

が

あ

ゆ

、

何

れ

も

正

式

は

五

　

　

　

　

灘

の

侮

捕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

覆
血



段

で
あ

テ⇔
が
、

大
抵

は
略

し

て
三
段

に
舞

ふ
。

欝

ヅ
に
は
鞍
謁

ツ

・
イ

ロ

へ
掛

ソ

。
逮
拜

掛

銃
の
三

種
が
あ

る
。

破

掛

り
と
逹

拜
掛

ソ
に
就

い
て
は
前
章

に
詳
逋

し

た
。

イ

ロ

へ
掛

ジ
と

い
ふ

の
は

「熊

野
」
∴

於
風
に

の
二
番

に
限

,⇔

竜

の
で
、
舞

の
冒
頭

に

イ

ロ

へ
が

あ
う
、

そ

の
間

に

シ
ブ
は
橋

掛

へ
行

つ
て

シ

ヲ
リ
、

舞
臺

へ
炭

つ
て
戮

に
か

＼
る

の

で
あ

る
。

　

てん
に
よ
の
　
ま
ひ
　
　
　
　わ
ド
の
う

　

天
女
之
舞

　
　
初
能

物

の
後
場

に
出

る

ツ

レ
天
女

の
舞

ぷ
舞

で
あ

る
。

太
鼓

入

ジ

の
中

之
舞

で
、

こ
れ

は
必
ず
三

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び

段

に
舞

ふ

こ
と
に
な

つ
て
居

る
。

掛

り
は
達

拜
掛

り
で
あ

る
。
　

,　

　

　

　

　

　

.　

　

　

　

　

　

　

　

〆
、

　

確
㌘

魏

　

　
三
番
目

物

の

財
プ
が
序

之
舞
、

叉
は
中
之
舞

を
舞

つ
力
後
に

重
ね

て
舞

ふ
短

い
舞

で
あ

る
。
大

小

の

竜

の
と

太
鼓

入
ソ

の
も

の
と
あ

る
が
、
何

れ
も

一
段

で
あ

る
.
拉

は
中
之
舞

よ

う
更

に
速

く
、

輕
快

な
戚
じ

の
舞

で

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
　
の　
ま
ひ

あ

る
。

金

剛
流

で
は
之

れ
を

二
之
舞

と
・も
言

つ
て
居

る
や

う
で
あ

る
が
、

恐

ら
く
こ
れ
が

元
來

の
名

稱

で
あ

ら

う
。

　

か
み
ま
ひ

　

鱒
舞
　

・
專

ら
男
體

の
麟

の
舞

ふ
舞

で
あ

る
。
齟笛

を
堀

と
し
、
大

小
太
鼓

で
囃

す
。

極

め
て
位

の
速

ヤ
、
清

爽
な

戯

じ

の
舞

で
あ

る
。

こ
れ

も
斑
式

は
五
段

で
あ

る
が
、

略

し
て

三
段

に
舞

ふ

こ
と

慈
あ

る
。

　

ぱ
やま
ひ

　

早
舞

　

　
主
と
し

て
身

分

の
高

い
公
家

の
舞

ふ
舞

で
あ

る
が
、
成

佛
得
脱

し

π
女
性

が

こ

の
舞

を
舞

ぷ
例

も
幾

つ

か

あ

る
。
笛

を

地
と
し
、

大
小
太
鼓

で
囃

す
、
典

雅
な
戚

じ

の
舞

で
、

位

は
中
之
舞

と
神
舞

の
中
間

で
あ

る
。

正
式

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

は

五
段

で
あ

る
が
、
.酪

し
て
三
段

に
舞

ふ

こ
と
も
あ

る
。

こ

の
舞

の
特

徴

は
、

笛

の
調

子
が
初
段

の

オ

ロ
シ
雲
で
は

　

　
　

わ
う
し
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぽる
し
け

普

逋

の
貴

鐘
調

で
あ

る
が
、

そ
れ

か
ら

後

か

　
談
子

高

い
盤

渉
調

に
な

る
こ
と
で
あ

る
。

の 掛

冒 ソ ブく ⑳

饕 続 誓 舞
イ いii盗 騒

ロ て し

へ1よ て
ツ や 　　 　ユな 　　 の　　ぬ

か 剛 二=

う 番ζ に
'詳 ・無

そ 逋 ふ

の し 。.

問 プご ・掛

に 。 ヅ

シ イ に

プ ロ は:

は へ 搬

掛 ジ ツ
ノ＼ 　し 　・
　 く　り

彳ラ い イ1、

つ ふ ロ
)ごc∠)'丶

シ は 掛

ヲ_.,ソ
　 　

り 熊 ・

臺 一 掛.
へ 於 ヅ'遼 .

炭 壌Lの ◎ド
つ に 三

て の 種

　 二二 が

か に る

＼ 限 。

る る 破

`



`

●

　

ル
う
し
き
に
やま
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　

黄
鐘

皐
舞

　

　
こ
れ

は
魔
靈

の
舞

で
あ

る
、

書
邇

の
早
舞

と

は
違

つ
て
太
鼓

が

入
ら

ず
、

ま

た
笛

の
調

子
も
黄
鐘

調

で
終
始

す

る
。
從

つ
て
早

舞

よ
6
も
男

舞

に
近
似

し

イし
居

る
。

そ

の
爲

に
流
儀

に
依

つ
て
は
特

に
黄

鐘
皐
舞

と

い

壌

穩
を
附
冀

ジ
、
舞

,蘓

し
イ、
居

る
が
、

こ
れ
は
正
し
表

い
。
震

な
ら
ば
、
鑼

は
現
在
男

の
舞

毳

で

あ

ッる
脅

、
魄
盤

の
舞
で
あ
.⇔
黄
瞽

舞
、犠

そ

の
演
出
精
沸
痍

い
壷

編臼

の
邊

が
謬

れ
ば
輩

拳

.

篤

の
誰

や
大

小
鼓
、の
手
醗

に
大
差

が
な

い
か
ら

と
…冒

つ
て
、
爾

者
を
潰

同
す

る
の
は
穩

當

で
な

い
。

・
爨

讀

ん
で
字
の
如
・・丶
謂

舞

ふ
舞

、
あ

る
が
、

身

L
と

い
ふ
言
葉
縫

祷

語
エ
t

て
は
直
兜

男
を

意
昧
す
る
か
ら
、
摺
舞
は
直
諏
の
男

の
舞

ふ
舞
と

い
ぶ
意
味
に
な
る
。
直
晦

の
男
と
言

へ
ば
、
現
在
鞠

の
シ
ナ
で
あ

る
男
で
あ
う
、
ぞ

は
武
ム

、
あ

.⇔
。
從

つ
!し
男
舞
は
勇
誉

、
灘
逹
に
、
そ
し
て
颯
爽
と
舞
は
ね
ば
な
ら
な

い
わ

け
で
あ

る
。
と

の
舞
は
簍

、
地
と
し
美

小
鼓
で
嘱
し
、
五
段
を
疋
式

と
す
る
が
、
略
し
て
三
段
に
轟

ふ
・
掛
ソ

の

手
配

6

の
相

違

か
ら

破
掛

ツ

.
逹

拜
掛

り

・
山
伏

掛

ソ

の
三
種

に
分
顴

さ

れ

る
。

出
伏

掛

ソ
と

い

ふ

の
は
「
安

宅
」

崗
番

で
、

こ
れ

は
並
口
逋

の
逹

拜
掛

ソ
よ
り
囃

子

の
手

配
う

が
少
し
復
雜

に
な

る
だ
け

の
こ
と

で
あ

益
か
ら
、

逹
拜
掛

ジ

の
中

へ
籠

め
て
し

ま

つ
イし
も
差

支

へ
な

い
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,　

　

　

　

　

　

　

　

,

　

ぼニかの　　ろま
ぴ

　

憙

之
舞

　
　

こ
れ

は

「
道

成
寺
し

の
前

シ
ナ

の
舞

ふ
舞

で
あ

る
。
笛

を

地
と
し

て
大

小
鼓

で
囃
す

、
極

め
て
位

の

魅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

急
巍

で
あ

ろ
。

こ
毒

必
ず
三
撃

、
.
し
か
も
オ

・
シ
な
し
に
蟹

の
が
特
徴
で
あ
る
。
尤
も
金
趨

饕

は
五
段

急
之
舞

,三
至

の
が
あ

つ
て
.
そ
の
揚
禽

は
五
繋

肇

が
、

読

は
猟
外
で
あ

る
。
護

寂

裁
聾

の
前

シ

　
　
　
　
　
能
　
　
,
↑

踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
一



　

　

　
　

冖能

の

無
卿

踊

　

　

　

　

　

　

　

　
　,

　

　

　

　

　

　
　

、

　
,

五
鴫一

　

-

テ

の
舞

(觀

世

・
寶

生

で
は
中

之
舞

、
金

春

・
金

剛

・
喜

多

で
は
序
之
舞

)

も
中
途

か
ら
位
が
變

つ

て
急

之
舞

に
な

る
。

ま

力
金

剛
で

は

「
淡

路
」

の
後

シ
プ
の
舞

(常

は
紳
舞

)

が
小
書

に
依

つ
て
念
之
舞

に
變

る
こ

と
が
あ

る
。

こ

れ

は
太
鼓

入

ソ
で
あ

る
。

ま
カ

「
緯
馬
」

(觀

世

・
金

剛

・
喜
多
)
の
力

神

の
舞

を
竜
急
之

舞

と
言

ひ
慣
ら

は
し

て
居

　
・

る

が
、

こ
れ

は
禪
嘩

の
直

り
以

下

を
急

之
舞

の
位

で
舞

ぷ

の
で
あ

つ
て
、

純

粹

の
急
之
舞

で

は
な

い
。

　

か
ぐ
ら

　

紳
樂

　

　
こ
れ

は
女
體

の
神
、

夂
は
神
が

丶
う

の
巫
女

の
舞

ふ
舞

で
あ

る
。

こ
の
舞

は
、

今

裟
で

述

べ

て
來

π
所

の
數

種

の
舞

(
即

ち
館

一
種

の
舞
)
、と

は
、

そ

の
譜
が

全
然

違
ふ
。
笛

を
地

と
し

て
大

小
太
鼓

で
囃

す

の
で
あ

る
が
、

ノ

リ

の
よ

い
雅

び
や

か
な
舞

で
あ

る
。

普
逋

巳
紳

栗
を
三
段

舞

つ
て
か
ら
其

の
後

に
神
舞

を
二
段
舞

ふ
。

こ

の
神

樂

　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
ナ
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　だン
ナ
ホ
　
　
　
　
ヂ
ナ
ホ

か
ら

紳
舞

へ
轉

ず

る
こ
と
を
直

ジ
と

い
ふ

の
で
あ

る
が
、

直

ソ
に
は
段
礁

り
と

地
直

ソ

(
幤
捨
)

の

二
種

が
あ

る
。

ま

力
直

リ
な
し
に
神
樂

ば

か
り
五
段
舞

ふ

こ
と
も
あ

る
。

こ
れ

を
五
段

紳
樂

(
叉
は
總
碗
樂
)

と

云

ふ
。

な
ほ
神
樂

の
部

分

は
幤

を
持

つ
て
舞

ふ

の
が

普
逋

で
あ

る
。

　

が
ぐ

　

樂

　

　
こ
れ

は
舞

樂

を
象

つ
た
舞

で
あ

る
。
從

つ
て
其

の
譜
も
第

一
種

の
舞

と

は
全
く
異

つ
尢
特

殊
な

竜

の
で
あ

る
。
笛

を

地
と
し

て
大

小
太
鼓

で
囃

す
、
極

め
て

ノ
ソ
の
よ

い
、

裕

控
う
と

し
力
威
じ

の
舞

で
あ

る
。

但

し
、

太
鼓

の
入
ら

澱
竜

の
竜
稀

に

は
あ

る
。
樂

を
舞

ふ
人
體

は
岬

靈

・
仙
人

・
唐

人

・
伶
人
な
ど
甚

だ
種
類

が
多

い
が
、

い
つ

れ

竜

エ
キ
ゾ

チ
ッ

ク
な
風

格
を
持

つ
て
居

る
。

な
ほ
樂

は

必
ず
五
段

で
、

略

し

て
三
段

に
舞

ふ
こ
と

は
な

い
。

持
物

　

　

　
　
　

　
　

　
　
よレにう
う
れ
ぱ

は

普
逋

の
搨

で
な

く
、

唐
團

搨

の
類

を
用

ゐ

る
こ
と

が
多

い
。



鑿

こ
れ
詰

誓

葬

し
鬼

弊

難

を
模
し
奪

の
で
・
糶

朱

道
具
の
羯
鼓
繕

ぴ
つ
け
・
兩
手

鏤

"
痔

つ
♂、却

.
な
が
ら
讐

の
で
あ
る
。
や
警

簍

地
に
し
美

小
鼓
で
囃
す
.
舞
は
三
つ
の
部
分
か
ら
成

う
立
つ
て
奪

、
惣

の
部
分
と
肇

の
部
分
は
中
之
舞
、
実

の
部
分
が
鍵

讐

の
譜
で
、
あ

部
分
は
ノ
ソ

が
よ
く
、
非
常
韃

快
蔵

じ
が
す
る
.
中
之
舞
の
部
盆

二
本
の
馨

右
手
縛

つ
て
舞
ひ
・
羯
鼓
の
部
分
癢

を

兩

手
に
持

つ
て
舞

ふ

の
で
あ

る
。

　

し
　　し

.
獅
子

こ
れ
吊

推

流
行
し
轟

子
響

模
し
奪

の
で
あ
る
.・簍

地
に
し
美

尖

鼓
で
囃
す
豪
華
絢

爛
な
嚢

で
、
響

肇

董

い
習
簿

な
つ
唐

る
。
あ

簪

限
つ
て
持
物
が
な
い
。
響

は
緩

の
兩
袖
を

持
つ
イ.舞
ふ
の
で
あ
る
。
攣

は

、,石
橋
L

童

月
L
及
び
論

流
の

丙

外
詣
」
の
=
一鳶

あ
る
の
み
で
あ
る
9

　

み
だ
れ
亂

、

「鬘

と

「母

(詳
し
ぼ

貘

々
亂
」
)
の
二
蒼

の
み
あ
る
鑠

な
舞
で
あ
る
。
尤
も
・
同
じ
く
亂

と
云
奮

の
丶
、
』

鷺
L
の
亂
払」
「猩
々
」

の
亂
と
で
蜻

が
全

養

。

い
つ
れ
蓄

を
地
に
し
美

尖

鼓
で

囃
す
∵

の
響

羯
鼓
キ
向

じ
圭

つ
の
部
拿

ら
磐

立
つ
て
㌘

、
前
鑾

中
之
舞
、
中
央
の
主
要
部
分
が
亂

讐

の
譜
で
あ
る
.
但
し
、

「猩
々
」
の
亂
に
は
體
.攤
、と
稱
し
叢

黎

ら
亂
に
な
蠧

の
驫

聾

稱
し
て
亂

の
竣
論

懲

る
も
の
が
あ
る
。
亂
も
獅
子
と
並
び
稱
せ
ら
れ
る
秘
臨
で
あ

る
。

/
奪

こ
れ
は
霧

袤

蠱

ん
砦

箋

延
年
の
亂
拍
蓬

し
窒

の
で
あ
る
鑞

で
述
べ
て

來
奇

の
舞
は
何
れ
論

が
地
絵

つ
て
髴

が
、
亂
挈

は
蕁

の
舞
と
は
宇

馨

異
に
し
奪

の
で
・
小
鼓

　

　

　

　

磁
酬

の

舞

隠鯛

　

　

　

　

　

　

　

　
.

　

　

　

　

,

　

　

　

　

己
嘛胤

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

8轟
鐺
嘯



●

'

噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虱
欝

　
　
　
　
　
躯

の
　
辮

踊

の
み
で
讐

・
笛
が
誓

ア
シ
ラ
ヒ
を
吹
鳬

け
で
惚

.

シ
テ
繁

募

手
答

せ
拳

と
動
か
す
.
兩
者
の
氣

喰
鰐

づ

と
衾

せ
畿

奮

な
い
の
で
、
シ
一グ
方
で
も
小
勢

で
も
重

い
篆

に
し
.て
昼

る
.
丑.
は
禦

(觀

勧
ゾ
灘

晟
寺

(金
春
)
・
享

洗
小
町

(塞

)
・
讐

詣
(諞

)
の
矚
賛

匹
胤
塾

、が
あ
つ
豢

、
今
で
は

「檜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

け　
　
　
　
ロ　
　
　
ら
　
　
リ
　
　
　
　
　
コ
ぐ
ミ
け
なダ
ヨ
ロご
　
　
サ　
　
の
　ゆ　
ヘ
ノ
　
　ヘ
　
ノ
ト
　
ぬ

誓

は
釡
ー
廢
絶
し
、
＼

草
子
洗
」
や

.葎

吉
詣
」
竜
略

高

樣

の
壯
態
に
あ
も
.、

力
父

是

砥
、芍
L

に
σ
乙

柔
3

る
や
う
装

第
で
あ

る
・

「
叢

よ穿
」

は
元
來
墨

嚢

罷

で
あ

霪

の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
各
流

で
行
は
れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も　
　
ラ
　
　
　む

て

居

ウ

、

亂

拍

子

の

命

脈

は

此

の

一
曲

に

依

つ

て

保

虎

れ

て

居

る

わ

け

で

,溌

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

罵、「

　

む
を
か
の
ま
びコ

翁

之

舞

　

ぬ　
　　
　
やみ
　へ

て

居

る

力

切

で

あ

る

)

の

竜

の

で

、

が

あ

る

。

　

ぜ
ん
ぎ
い
の.

　

鑑
.講

(
こ
の
言
葉
は
現
在

で
繁

-
用

ゐ
ら
撃

、

「
翁
」
と
云
藷

が
共

の
㌘

に
用
ゐ
ら
れ

古
く
墜

式
三
番

と
云
ぷ
言
沖集
の
方
が
普
導

あ
.つ
九
。

こ
の
言
携

モ
"
が
蕩

内
容
鋳

し
蠱

の
翁

の
蟹

舞
で
・

一
に
蜷

と
芸

ぷ
。
こ
れ
無

と
は
言
奄

の
丶
、
並
口
逋

の
.舞

冫
ぼ

宇

別
趣

.
小
鼓

三
挺
で
囃
し
、
笛

は
ア
シ
ラ
ヒ
を
吹
-
の
み
で
あ
る
.
無

の
中
に
天
地
人
の
拍

子
と
攣

・る
攀

叢

之
鑞

式
三
番
の
震

難

毳

で
ち

・
。
こ
緊

翁
之
舞
と
同
?

、
小
嚇鼠
三
挺
で
囃
し
、
篳

ア
シ

ラ
ヒ
を
吹
㍉

こ
の
舞
は
4-
途
に

.讃

が
千
歳
轟

鋳

美

つ
少
女
の
粥
奏

云
々
L
の
諮
が
あ
2
し
、
二
つ
の

部
分
雰

れ
て
畢

・
前
憲

攀

つ
ぼ
鎗

ま
碁

籠

、
後
需

脇

を
誉

ノ.養

.

馨

讐

舞

、

婁

蕃

の
三
番
叟
の
舞
ふ
舞
で
あ
る
。
こ
れ
纂

之
舞
や
千
墜

籍

し
違
2
.、笛
が
地
に
な
り

鳶



も

離

◎

奈

鼓
で
囃
す
。
こ
の
舞
も
覇

に
義

と
の
讐

が
あ
つ
て
、
前
竺

段
雰

れ
毒

る
・
前
段
を
箏

讎
と
一葺

　
　

　
　
　

す
ぜの
　
だ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ぐ
し
ぼ
じ
よ
う

ひ
、

後
段

を
鈴
之
段

と
言

ぷ
、
揉

之
段

は
直
面

で
扇
を
持

つ
て
舞

猷
(搨

ぱ

つ
ぼ

凶
た
ま

＼
)
、
鈴

之
段

は
黒
式
樹

の

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　

か
ら
す
と
び

面
を

掛

け
、
扇

を
獲

げ

て
左
手

に
持
ち
.

鈴

を
右
手

に
持

つ
て
舞

ふ
。

揉
之
段

は
清

爽
な
艤
鋳
丶

舞

の
絡

り
に
鳥
飛

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

だ
　
を
き　
　
　ま
も　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　
　　あ
に

と

云

ふ
型

が
あ

る
。

鈴
之
段

は
靜

か
な

瓢
逸
な
戚

じ

の
舞

で
、
舞

の
中

に
種

蒔

・
面
が

へ
ら

・
ゆ
6
合

せ
等

の
型
が

あ

る
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

卿

　
　

　
　
　
　
　

　
　

第

三

章

　

能

の

器

樂

舞

踊

(下

)　

　

.

　
能

の
器
樂
舞
踊
に
は
前
章
に
解
読
し
力
舞

の
外
に
働
事
と
孵
せ
ら
れ
る

↓
類
が
あ

る
。
舞
と
働
事
と
は

一
體
何
處

が
違
ふ
の
か
と
云
ふ
問
題

は

一
寸
簡
單
に
答

へ
難

い
。
舞
の
方
は
笛
が
拍
子
に
合
ふ
が
、
働
事
の
方
は
笛
が
拍
子
に

合
は
な

い
、
こ
れ
が
舞
と
働
事
と
の
相
違
點
で
あ

る
と
読
く
入
が
あ

る
が
、
舞

の
串
に
も
翁
之
舞
や
千
歳
之
舞

の
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ひ
はた
ち
き

う
に
笛
が
拍
子
に
合
は
な

い
竜
の
が
あ
う
、
ま
力
逆
に
働
事

の
中
に
慈
舞
　
働
の
や
う
に
笛
が
拍
争
に
合
ふ
も
の
が

あ

る
。
要
力
舞

は
無
慮
昧
な
型
の
蓮
續

で
あ

つ
て
何
物
を
竜
表
現
し
て
居
な

い
が
、
働
事
の
方
は
何
物
か
を
表
現
し

て
居

る
と
言
ふ
入
が
あ
る
が
、
翁
之
舞
や
千
歳
之
舞
に
は
色

々
の
呪
術
的
な
意
味
が
含
蛮
れ
て
居

る
や
う
で
あ
う
、

三
番
叟
之
舞
に
至

つ
て
は
種
蒔
の
や
う
な
物
眞
似

の
要
素
さ

△、
加
は
つ
イし
居
る
。
そ
の
反
對

に
働
事

の
中
に
菊
イ

ロ

へ
の
や
う
な
純
粹
に
形
式
的
な
竜
の
竜
あ

つ
て
、
中
々

}
概

に
は
言

へ
な

い
。
要
す
る
に
舞
と
働
事
と
は
古
來

の
習

　
　
　
　

鶴
　
の
　
舞

踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籤
羅



　
　
　
　

能
　
の
　
舞

踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
六

慣
に
依
ワ
て
分
け
ら
れ
て
居

る
の
で
あ
つ
て
、
科
學
的
な
分
類
で
は
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
を
的
確
に
區
別
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
鼻
今
述
べ
控
や
う
に
、
舞

は
、

}
こ
の
例
外
は
あ
る
が
、
大
部
分

の
も
の
が
笛
が
拍
子

に
合
ふ
の
に
對
し
、
働
事
は
、

こ
れ
ま
力
例
外
は
あ

る
が
、
大
部
分

の
も

の
が
笛
が
拍
子
に
合
は
な

い
。
ま
控
舞
の

方
は
形
式
的
な
も
の
が
多
く
、
物
眞
似
の
要
素
が
殆
ど
な

い
の
に
對
し
、
働
事
の
方
は
何

か
意
味
を
含
ん
だ
も

の
が

多
く
、
物
眞
似
の
要
素
が
幾
分
あ
る
。

こ
丶
に
兩
者

の
相
違
が
あ
る
と
考

へ
て
よ

い
や
う
に
思
ふ
。

　
そ
れ
で
は
働
事
に
屬
す
る
舞
踊
の
そ
れ
ぐ

に
就

い
て
簡
單
に
解
読
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　

、　
　

・
、

　

イ

ロ

へ

.　

イ

ロ

へ
は
彩
色

の
義

で
あ

る
と
云
ぷ
。

こ
れ

は
主
と

し
て
優
艶

な
女
性

の
演
ず

る
落

の

で
、
極

め
て

簡

短

な
所

作

で
あ

る
が
、
閑

雅

な
趣
が

あ

つ
て
、

一
曲

の
色

ど
り
と

し

て
の
效

果

は
あ

る
。

イ

ロ

へ
と

い
ふ
名
稱
も

そ

ん

な
所

か
ら
出

力
愁

の
と
思

は
れ

る
。

大
小
鼓

で
囃
し
、
笛

が

ア
シ
ラ

ヒ
を
吹

く
。

こ
の
囃

子

に

つ
れ

て
、
シ

プ

が
閑

か
に
舞
臺

を
徘

徊
す

る
の
で
あ

る
。

多
く

ク
ソ
、

又
は

サ

シ
の
前

に
入

る
。

つ
ま
う

ク

セ
を
舞

ふ
前

に
行

ふ
輕

い
ウ

オ
ー

ミ

ン
グ

・
ア
ッ
プ
だ
と
思

へ
ば

よ

い
。

そ
れ
が
觀

客

の
目
に

は

一
種

の
色

ど
う

と
し

て
映

ず

る
と

い
ふ

わ

け

で
あ

る
。

　

痩

尢

「
彩

色
」

と

い
ふ
小
書

が

附

い
て
、

そ

の
場

合

に
イ

μ

へ
が
入

る

こ
と
が
あ

る
。

こ

の
種

の
イ

ロ

へ
に
は
何

か
の
意

味

を
持

つ
カ
も

の
が

少
く

な

い
。

そ
れ
ら

を
も
古
來

の
習
慣

で
イ

ロ

へ
と
睡

ん
で
居

る
が
、

正

し
く
は
立
廻

ッ
と

呼
ぶ

べ
き

も

の
で
あ
ち

う
と
考

へ
ら

れ

る
。

¢

6

、



　
　

立
廻

リ
　
　

こ
れ

は
イ

・

へ
の

}
種

と
云

つ
て
も
よ

い
略

の
で
あ

る
が
、

イ

ロ

へ
の
方
は
前
記

の
や

う

に
何
等

の

　

訟鳳
味

を

も
含
ま

な

い
の
に
對
,し
、

立
廻

ソ

の
方

は
何

か
の
蠧思
味

を
持

つ
て
居

る
。

例

へ
ば
、
狂
女

が
我

が

子
.を
尋

ね

　

て
排

桐

す

る
所
作

(百
萬
)
、

辨
慶

が
女
姿

の
牛
若

丸

に
不
審

を

い
だ
き

な
が
ら
行

き

過
ぎ

る
所
作

(
橋

辨
慶

)

な
ど

　

が

謂

は
ゆ

る
立
廻

ヅ

の
部
類

に
入

る
。

但

し
、

斯
樣

に
イ

・

へ
と
立
廻

ソ
と
を
庭

別

し
て
居

る
の
は
觀

世
流

だ
け

で
、
・

　

他
流

で

は
兩

者

を

　
括

し
て
イ

ロ

へ
と
呼

ん

で
居

る
や

う
で
あ

る
。

イ

ロ
へ
.に

は
太
鼓

入
ソ

の
も

の
が

な

い
が
、

立

　

廻

ソ

に

は
太

鼓

入
ソ

の
も

の
も
あ

る
。

　
　

か
け
り
　
　
　し
ゆ
ら
な
の
　
　む
やう
ゼのもムも
の

　
　

覈
　
　
　
修
羅

物

や
狂

女
物
に
あ

る
働
事

で
、

大

小
鼓

で
囃
し
、
笛

が

ア
シ
ラ

ヒ
を
吹

く
。

イ

ロ

へ
や

立

廻

ソ
が
殆

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

ス
れ
チ
ツ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク

・

ど
緩

急
波
瀾

が

な
く

て
靜

的
な
趣

を
具

へ
て
居

る
の
に
對

し
、
翔

は
緩
急

波
瀾

に
富

ん
で
居

う
、

動

　
的

な
趣

を
其

　

へ
て

居

る
。

修
羅
物

の
翔

は
修
羅
道

の
苦
患

の
有
樣

を
象

徴
的

に
表
現

し

て
居

り
、

狂

女
物

り
翔

は
狂

女

の
昂
奮
趺

・

　
・
態

を

表
現

し

て
居

る
。

翔

は
修
羅
物

や
狂

女
物

の
外

に

も
あ

斎
が
、

そ

の
本
質

を
究

め

る
と
、

こ

の
二

つ
の
何

れ
か

　

に
屬

す

る
も

の
で
あ

る
こ
と

が
到

る
。

即

ち

「
女
郎

花
」
の
翔

の
如

き

は
前

者

に
、

「
雲
雀

山
」

や

、、蘆

刈
L

の
翔

は

.

後

者

に
屬

す

る
竜

の
で
あ

る
。

尤

慈
こ

の
何

れ
に

菊
屬

し
得

な

い
も

の
竜

稀

に
は
あ

る
。

例

へ
ば

「
忠

度
」
　
(
觀

世

　

流

以

外
)
.
の

「
行
き

暮

れ

て
、
木

の
下
蔭

を
宿

と
せ
ば
」

の
次

に
入

る
翔

が
そ

れ
で
あ

る
。

こ
れ
は
修

羅
遒

の
苦
患

　

を
表

は
し

尢
慈

の
で
慈

な
け
れ
ば
、

主
人

公

の
狂
亂

的

な
昂
奮

を
表

は
し

力
毛

の
で
も
な

い
。

こ
れ

は
和
歌

り
上
句

　

と

下

句

の
間

に
挿

入

さ
れ

力
忌

の
で
、

單

に
演
出

上

の
色

ど
う

に
附
加

さ
れ

於
所

作

で
あ

る
。
從

つ
て
何
物

を

も
袤

　
　
　

　
　

.
能

の

舞

踊

,
　
'
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
・
　

　

　
　

五
七

9



　
　
　
　
　
　
能
　
の
　
舞

踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
八

　

現
す
べ
き
で
な

い
の
で
あ

る
。
故
に
、
こ
砂
翔
は
甚
だ
妙
な
竜
の
で
、
實
演
を
見
て
居
て
毛
、
甚
だ
中
途
箏
端
な
印

　

象
を
受
け
る
。
觀
世
流
で
は
、

こ
れ
を
イ

ロ
へ
に
し
て
居

る
が
、

こ
れ
は
正
當
な
變
改
と
言

へ
よ
う
。

　
　

な
ほ
以
上

の
外
に
今

一
つ
特
殊
な
翔
が
あ

る
。
そ
れ
は

「
善
知
鳥
」

の
翔

で
、

こ
れ
は
外
之
濱

の
獵
師
が
鳥
を
追

・
つ
て
打
ち
落
す
所
を
寫
實
的
に
表
現
し
控
竜

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
普
逋

の
翔
と
は
全
く
別
趣

の
竜
の
で
、
囃
子
慈
習

　

事
に
な
つ
て
居

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.

　
　

な
ほ
以
上
の
外
に
太
鼓
入
り
の
翔
と
逋
稱

さ
れ
て
居

る
菊
の
が
あ
る
。
　
「
阿
漕
」

の
魚
を
網

へ
追

ぴ
込
む
所
作
、

　

「
山
姥
」
、の
山
廻
わ
の
所
作
な
ど
が
其
れ
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
立
廻
ソ
と
呼
ぶ
方
が
正
し

い
。

　
　

き
り
ぐ
み

.　

斬
組
　
　
こ
れ
は
決
鬪

の
場
面
を
表
は
し
控
慈
の
で
、
芝
居

の
方
で
言
ふ
立
廻
ジ
に
匹
敵
す

る
。

こ
れ
も
大
小
鼓

　

で
囃
し
、
笛
が
ア

シ
ラ
ヒ
を
吹
く
。
往
古
は
こ
れ
を
慈
翔
と
言

つ
て
居
た
ら
し
い
。
「
烏
帽
子
折
」

・

「
正
奪
」

(翔

　

入
)
・
「
夜
討
曾
我
」

(十
番
斬
)
な
ど
に
演
ぜ
ら
れ
る
。
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

'

　
　

ま
ひ
にぬ
ら
にヘビ

　
　

舞
　
働
　
　
龍
神

・
鬼
神

・
天
狗

・
畜
類

・
妖
怪
な
ど
の
演
ず
る
豪
牡
な
斯
作
で
あ

る
。

こ
れ
は
働
事
で
あ
う
な

　

が
ら
倭
が
拍
子
に
合
ふ
の
が
特
徴
で
あ

る
。

こ
の
舞
働
に
二
種
あ

つ
て
、

}
つ
は

「
竹
生
島
」
な
ど
の
ゐ
、
う
に
力
璽

　

自
ら

の
威
勢
を
示
す
も

の
、
今

一
つ
は

「
紅
葉
狩
」
な
ど

の
や
う
に
フ
キ
に
對
し
て
挑
み
か

＼
る
も
の
で
あ

る
。

そ

　

の
中
に
は

「
土
蜘
蛛
」

な
ど
の
や
う
に
フ
キ
と
決
鬪
を
演
ず
る
竜
の
竜
あ

る
。
前
者
を
舞
働
、
後
者
を
單
に
働
と
呼

　

ん
で
蘯
別
し
て
居

る
人
竜
あ
る
が
、

こ
の
區
別
は

憎
般
に
逋
用
す

る
程
に
は
流
布
し
て
居
な

い
。
何
れ
竜
笛
及
び
大

〆

◎

　̀廴、冗　写・

彎

・毛

`

㊨



彳
究

、
F

・鞍
∫"

粉

小
太

鼓

で
囃

す
。

　

い
の
ザ

　

所

　

　
鬼

女
を

シ
ナ
と

し
尢
曲
、
即

ち

「
道
成

寺
」
・
「
葵

上
」
・
「
安
逶

原
」

(「
黒
塚
」

と
も
)

の
三

番

に
あ

る
特

殊
な

働

事

で
、
驗

者

(
ワ
キ
)

が
鬼

女

(
シ
プ
)

を
所

わ
伏

せ

る
過

程
を
演

ず

る
も

の
で
あ

る
。

大
小

太
鼓

で
囃

し
、

笛

が

ア
シ
ラ

ヒ
を
吹

く
が
、
緩

急
抑

揚
が

烈
し

や
、

波
瀾

重
疊

の
趣

が
あ

る
。

こ
の
三
番

の
中

で
は
、
　

「
葵

上
」

が

最

も

品
位
高

く
、

從

つ
て
其

の
所

慈
上
晶

に
演

ず
る

の
が
習

に
な

つ
て

ゐ
る
。

こ
れ

と
對
蹠

的
な
位
畳

に
あ

る

の
が

「
安

逹
原
」

で
、

こ
れ
は
思

ひ
切

り
張
く
演

ず

る
。
　

「
道

成
寺
」

は
兩

者

の
中

問
を
行

く

こ
と
に
な

つ

て
/8

る
。

但

　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
な

　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

サ

し
、

そ

の
型

は

三
番

と
竜
大

同
小
異

で
あ

つ
て
、

先
づ

フ

キ
が

シ
テ
を
追

つ
て
橋

掛

へ
行

き
、
幕

際

へ
追

ひ

つ
め
る
。

シ
テ

は
渾

身

の
勇

を
振

つ
て

ワ
キ
を
追

ひ
返

し
、

再

び
舞
毫

へ
入

つ
♂し
來

る
が
、

結
局

ワ
キ
に
所
わ
伏

せ
ら

れ

る
の

で
あ

る
。

こ
の

フ
キ
を
追

ひ
返
し

て
來

る
途

中
、
橋

掛

の
附
際

で
左

手

を
仕
手
柱

に

か
け
、
右

手

の
打

杖

を
振

鉱
上

　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

ヶ
ラ
イ
マク
ス

げ

て
、

勾
欄

越
に

ワ
キ
を
睨

み
す
ゑ

る
型

が
あ

る
が
、

蓋

し
所

の
最
高

頂
で
あ
ら

う
。

第

四
章

能

の
聲

樂

舞

踊

　

能
に
は
謠
を

地
に
し
て
舞
ふ
所
が
澤
山
あ

る
。
そ
れ
を

一
括
し
て
能

の
聾
樂
舞
踊
と
名
づ
け
て
置
く
。
能
の
盤
樂

舞
踊
に
は
、
謠

の
丈
句
に
帥
か
ず
に
意
味
の
無

い
型
を
連
ね
て
行
く
竜

の
と
謠

の
交
句
に
即
し
て
意
味

の
あ

る
型
を

蓮
ね
て
行
く
も
の
と
が
あ
る
。

ク
セ
は
多
く
前
渚
k
屬
し
、

キ
ジ
や
段
物
は
多
く
後
者
に
屬
す
る
。
斯
う
は
言
つ
て

　
　
　
　

黐
　
の
　
舞

踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘
窺



　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

か

　
　
　

　
　

能
　
の
　
謙

踊
　
　
　
　
　
　
　
　.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
σ

唱

ク

セ
の
中

に

も
時
に

は
意

昧
の
あ

る
型

が
鏤

め
ら

艇
て
居

る
し
、

キ
リ
や

段
物

と
雖

も
意

味

の
あ

る
型

で
終
始
す

る
わ

け

の
竜

の
で
も
な

い
。

兩
者

は
要
す

る
に
縄

度

の
相

違

に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

る
が
、

便

宜
上
、

こ

の
.二
種

に
分

け

て

読
明

し

て
行

か

う
と
思

ふ
。
　

　

　

　

　

.　

,

　

先

づ
謠

の
交
旬

に
・即

か
ず

に
意

味

の
な

い
型

を
連

ね

て
行

く
竜

の
に
就

い
て
読

明

し
よ
う
。

前

に
も

逋

ベ
カ
や
う

に
、

ク

セ
の
型

は
大
抵
意

昧

の
な

い
型

の
連
續

で
あ

る
。

そ

の
實

例
と

し

て

「
楊
貴
妃
」

の
グ

セ
を
取

わ
上

げ
よ
う
。

こ
れ

は
楊
貴

妃

の
幽
魂

(
シ
テ
)

が
方

士

(
フ

キ
)

に
鋼

し

て
玄

宗
皇

帝

と

の
戀

の
經

緯

を
物
語

う
、

愛

別
離

苦

の

、
悲

し

み
を
抒

べ
る
と

い
ふ

　
段

で
あ

る
が
、

さ
う

い
ふ
意
味

を
表

は
す
型

は
殆

ど
な

い
。

試

み
欠
、

こ

の
ク

セ
の
文
・

句

と

型
と

を
對

照

的
に
併

記

し

て
見

よ
う
。

　
　
地
我

も
そ

の
か
み

は
　

　

　
　

　

　

　
　
(勗
ッ
ボ
メ
テ
持
ッ
)

　
　

上
界
〔の
諸
一仙
飛

る
が

　
　

往

昔

の
因
み
あ

う

て

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

假

に
入
界

に
生

双
來

て
　
　

・　
　

　

左
足
デ
拍
チ
ヲ
踏

ム
　

　

　
　

　

　

＼

　
　

楊

家

の
深
窓

に
養

は
れ
　

　

　

　

　

　
正

へ
出
デ

　
　

未

だ
知

る
人

な
か
ら

し
に
　

　

　

　

　
サ
シ
込
開
キ

　
　

磐

聞
し

召
さ

れ

つ

丶

.、
　

　

　

角

へ
行
キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

■

●

O

,

.』　
　
ぎ
、



0

　
　

急
ぎ
鷺
し
出
し

　
　

後
宮
に
定
め
讚
き
給

ひ

　
　

偕
老
同
穴
の
語
ら
ひ
も

　
　

縁
叢
き
繊
れ
ば
徒
ら
に

　
　

叉
こ
の
島
に
唯

ひ
と
う

　
　

歸
6
來
り
て
澄
む
水
の

　
　

あ
は
れ
惨
き
身
の

露

の

.

　
,　

沁
な
さ
か
に
逢

ひ
見
瓷
う

　
　

靜
か
に
語
蝦
憂
き
昔

●

　
シ
テ
さ

る
に

て
慈

　
　

思

ひ
出

つ
れ
ば

怨
み
あ

る

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

地
妾

の
文
月

の
七
日

の
夜

　
　

君

と
交
は

せ
し
睦

言

の

　
　

比
翼
連

理

の
言

の
葉

も

　
　

　
　
　
　
　
　
　

さ
しめ
ご
と

　
　

と

　
　

力
蝦
ノ
櫛＼

に
次

る
私

語

の

　
　

　
　
　
能
　
の
　
舞

踊

角

卜
》

左

へ
廻

り

大

小
前

ヨ
リ

正

へ
出
デ

サ

ツ
込

闘

キ

右

へ
廻

り

∴八
小

晶醐
ヨ
リ

雫止

へ
出
デ

サ

シ
込
…開
川キ

左

右

打

込

搨

ヲ
擴

ゲ

上

扇

シ
乍

ラ
開

キ

,

↓人
左
、右

、
(
左

へ

・
(
脇

一止

●へ
阻
…)

(
正

先

へ
出

)

打

込

開

キ

,

碕
,

,ψ-
』
　
　

笥
　
　
,
ハ・・旗

・
・
　
　

　
　

　
　

　
　

ゲ

三
足
出
デ
左
、拍
チ
)

{
　
　
　
　
　
　
、ひ

塾

丶

六

】

●

■

C

亀



軋

　
　
　

能
　
の
　
舞

踊

、笹

の

一
夜
の
契
り
だ
に

　
名
殘
は
思

ふ
習
ひ
な

る
に

　
ま
し
て
や
年
月

　
馴
れ
て
程
經
一る
世
の
中
に

　
き
ら
澱
別
れ
の
な
か
う
せ
ば

　
千
代
格
入
に
は
添
ひ
て
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　

の
が

　
よ
し
そ
れ
と
て
慈
免
れ
得
繊

　
會
者
定
離

ぞ
と
聞
く
時
は

　
蓬
ふ
こ
そ
別
れ
な
り
け
れ

右
は
觀
世
流

の
型
で
あ

る
が
、

身

ヲ

カ

ヘ
サ

シ

テ
出

デ
開

キ

右

へ
廻

リ

甜冨
座

ヨ
.
"リ
一正

へ
爾
円
」ア

サ

シ
込

開

キ
　

　

・

六

ツ

拍

チ
踏

ミ

正

ヘ
サ

シ

テ
角

へ
行

キ

廬
㎜
カ
ザ

シ
テ
,左

へ
廻

リ

六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
小
前
ニ
テ
左
右
打
込
シ
ト
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
だ
け
の
長
丁
場
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
意
味

の
あ
る
型
と
言

つ
て
は

一
つ
も

な

い
。
徹
頭
徹
尾
、
意
味

の
な

い
型
の
蓮
續

で
あ

る
。
勿
論
、
他
流

の
型
も
大
岡
小
異
で
あ
る
と
患
ぷ
。

ク
セ
の
型

と

い
ふ
も

の
は
先
づ
大
體
斯
う
言
ふ
工
合

の
竜

の
な

の
で
あ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

腰

　
尤
も
、
こ
の

「
楊
貴
妃
し

の
ク
セ
は
少
し
極
端
な
例
で
、
斯
樣

に
初

め
か
ら
終
り
安
で
意
味

の
な

い
型
の
連
續
で

あ
る
も
の
は
餘
ら
澤
山
は
な

い
。

}
つ
や
二
つ
は
意
味

の
あ
る
型
を
含
ん
で
居

る
方
が
却

つ
て
普
邁
で
あ

る
.
　
「
勿

衣
し

で
言

へ
ば
、
　
「
落
日
の
紅
は
、
蘇
命
路
の
山
を
う
つ
し
て
」
と
雲

の
搨
を
し
て
冨
嶽

の
麗
容
を
仰
ぎ
見

る
型
が

σ



饗

●

其
れ
で
あ
り
、
「東
北
に
で
言

へ
ば
、
「
池
水
に
映

る
月
影

は
」
と
角
で
搨
を
か
ざ
し
て
池
底
に
澄
む
月
の
影
を
俯
瞰

す

る
型
が
共
れ
で
あ

る
。
そ
し
て
斯
う

い
ぷ
意
味

の
あ

る
型
が

一
つ
の
色
ど
り
に
な

つ
て
、
畫
龍
點
晴

の
效
果
を
あ

げ
る
の
で
あ

る
が
、
ま
つ
大
體

に
於

い
て
ク
,セ
の
型
は
意
昧
の
な

い
型
を
蓮
ね
る
こ
と
に
依

つ
て
構
成
き
れ
て
居

る

と
言

つ
て
宜

い
。

　
そ
れ
で
は
次
に
謠
の
丈
章
に
即
し
て
意
味
の
あ

る
型
を
遖
ね
允
も
の
に
就

い
て
述
べ
よ
う
。
實
例
と
し
て
「
海
士
」

の
玉
之
段
を
取
り
上
げ
る
。
但
し
、

　
　
涙
ぐ
み
て
立
ち
し
が

　
　
饗
力
思

ひ
切
6
て
手
を
合
せ

　
　
南
無
や
志
度
寺
の
觀
膏
薩
墟
の

　
　
カ
を
合
せ
て
賜
ぴ
給

へ
と
て

　
　
大
悲

の
利
劍
を
額
に
あ

て

　
　
龍
宮

の
中
に
飛
び
入
れ
ば

左

右

へ
ば

つ
と
ぞ
邊

い
控
り
け

る

そ

の
隙

に
轡
ハ珠
一を
盜

み
取
}つ
て

逃

げ

ん
と
す

れ
ば
守
護

紳
追

つ
か
く

　
　
.
能

の

舞

踊

こ

れ

は

長

い
も

の

で

あ

る

か

ら

、

そ

の

後

傘

の

み

を

掲

げ

ずし
置

く

。

　

　

　

常

座

ニ
テ
正

ヘ
ッ

メ

　

　

　

開

キ
乍

ラ
合

掌

シ

　

　

　

繭丶
ノ
窪

二

　

　

　

一一ノ
"
、・調

諏」

　

　

　

踏

、、、い返

シ
七

ツ
拍

∴」

(
み廓

ヘ
ノ
魂リ
)

　

　

　

扇

ヲ
前

へ
韻

シ
乍

ラ

ニ

足

畠

デ
、

左

へ
ト
リ

ニ
足

引

キ
乍

ラ
扇

プ
額

　

　

　

∴
ア

テ

　

　

　

正

中

へ
出

デ

角

ヲ
見

込

、丶

角

へ
行

キ
飛

ン
デ

下

二
居

、
扇

ヲ

下

シ

　

　

　

左

右

へ
面

ヲ

ッ

カ

ビ
乍

ラ
正

中

二
.退

リ

　

　

　

闘翊
ヲ
廣

ゲ

爾
…
添マ
ヲ
ー訟
ゲ

テ
一止
出
儿
へ
行

キ

下

二
居

為

爾
…イ于

ニ
テ

ス
ク

ヒ

　

　

　

左

手

ソ

ヘ
テ

立

チ
、

仕

手

柱

ノ
方

ヘ
ツ

カ
ー
{丶

卜
行

キ

　

　

　

菊伐

へ
振

り

向

キ
ー
牟

身

ニ
テ
正
先

ヲ
'キ

ッ

.卜
臼
乃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六
三

∂

噂



　
　
　
　
　
能

の
　
舞

踊

　
　

か
職
て
企
み
し
事
な
れ
ば

　
　

持
ち
控
る
劒
を
取
り
直
し

　
　

乳
の
下
を
掻
き
切
わ

　
　

玉
を
押
し
罐
め

　
　
劍
を
捨

て
＼
ぞ
伏
し
飛
う
け
る

　
　
龍
宮

の
稗
に
死
人
を
忌
め
ば

　
　
あ

尢
り
に
近
づ
《
悪
龍
な
し

　
　
約
束

の
繩
を
動
か
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
入

々
喜
び
引
き
上
げ
尢
り
け
う

　
　
玉
は
知
ら
ず
海
士
入
は

　
　
海
上
に
俘
か
み
出
で
た
り

　

こ
れ
も
相
常

の
長
丁
場
で
あ

る
が
、

例
も

「
寸
珍
ら
し

い
。
尤
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丶六
囚

右

へ
廻
り
乍
ラ
扇
ブ
普
通

轟
持
チ
直
シ
穴
小
前
ヨ
リ
正
中

へ
出
デ

扇
ヲ
前

へ
出
シ
折
リ
返
シ
.テ
邀
手

二
持
チ

ニ
足
ッ
メ
乍
ラ
搨
ノ
地
紙
ヲ
匁

ニ
シ
テ
乳

ノ
下
ヲ
左

ヨ
リ
右

へ
切
リ

左
手
ヲ
嵩
シ
テ
見
、
直

二
乳
ノ
下

へ
押
シ
當
ブ

扇
ヲ
捨
テ
丶
左

ヘ
キ
リ

、
ト
廻
り
下
工
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
＼
に
省
略
し
た
前
牛
に
は
意
味

の
な

い
型
が
大
分
あ

る
。

玉
之
段
な
ど
ぽ
意
味

の
な

い
型

の
少

い
例
と
言

つ
て
よ

い
。
然
し
、

段
物
に
も
相
常
多
く
の
意
味

吟
な

い
型
が
含
綾
れ
て
届
る
の
が
普
逋

で
あ

る
。

■

　
　

面
ブ
ツ
カ
ビ
左
右
ヲ
見
.網
Nシ

　
　

扇
ヲ
取
り
上
ゲ
、
タ
、
ン
デ
右
ノ
腰
ノ
邊
ソ
ニ
ツ
打
チ

　
　
立
チ
上
リ
正

へ
二
足
ツ
メ

　

　

タ

ラ
く

ト
後

へ
淤
一リ

　
　
大
小
前

ニ
テ
止
り
足
ヲ
揃

ヘ
ル

そ
「の
問

に
意

味

の
な

い
型

は
殆

ど

噌
つ
も
な

い
と
言

つ
て
よ

い
。

か
う

い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ

に

し

て
も
、

こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う

い
ふ
例

は
餘

6
澤

霞
は
な

く
、

キ
ヅ
に
も



締

　
　

結
局

、
能

の
聲
樂
舞

踊

は
意

味

の
な

い
型
と
意

味

の
あ

る
型
、と

の
交
錯

に
依

つ
て
出
來

上

つ
て
居

る
、

と
斯

う
誌

　

つ

て
宜

か
ら

う
と
思

ぷ
、

　
　

然

し
、

此
處

で
注
意

し
な

く

て
は
な
ら

な

い
こ
と
は
、
意

味

の
な

い
型

と
意

味

の
あ

る
型

と
が
入

り
ま
じ

つ
て
居

　
る

の
で
あ

る
か
ら

、
色

々
と

不
調
和

な
戚

じ
が
あ

り

さ
う
な

も

の
で
あ

る
が
、

實
際

は

一
向

さ

う

い
ふ

不
調
和
戚

が

　
な

い
と

い
ふ

こ
と
で
あ

る
。

こ
れ
は
何
故

で
あ
ら

う
か
。・
そ

れ

は
、
能

で
は
意

味

の
あ

る
型
が
意

味

の
な

い
型
と

殆

　
ど

同
じ
や

う
に
様

式
化

さ
れ
ヒて
居

て
、

少
し

も
生

々
し
さ

を
威

じ

さ
せ
な

い
か
ら

で
あ

る
。

例

へ
ば

、
泣

く
型

に
し

　
て

も
、

酒

の
酌

を
す

る
型
に

し
て
も
、

乃

至
は
打
杖

を
振

り
上

げ
て
打

つ
て

か

＼
る
や

う
な
型

に
し

て
も
、

ス
ッ

カ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝌

　
り
樣
式

化

さ
れ

て
居

イ」
、

少
し

も
生

々
し

い
實

戚
を
起

さ
せ

な

い
。

そ

れ
だ

か
ら
意

味

の
あ

る
型

と
意

味

の
叡

い
型

亀

　
と

が

入

6
ま

じ

つ
て
居

て
も
、

一
向

お

か
し
く

な

い
の
で
・あ

る
り

　
　

　

ね

　
　
所

が
、
演

苦
が

拙
劣

で
あ

つ
て
、

意

味

の
あ

る
型

の
様

式
化

が

不
充
分

で
あ

つ
た
場
合

に
は
、
意

味

の
あ

る
型

が

　
妙

に
生

々
し

く

て
掩
體

の
調

和

を
破

り
、
嫌

味

に
戚
じ
ら

れ

カ
リ
、

滑
稽

に
戚

じ

ら
烈
力

り
す

る

の

で
あ

る
。

第
∴五
訟単
　
能

の
舞
冖踊

の
構
成
騒要
素

　
以
上
で
能
の
舞
踊
に
就

い
て
概
読
し
了
つ
カ
が
、
其

の
構
成
要
素
で
あ

る
型
に
就

い
て
は
少
し
も
説
明
,せ
ず
に
來

力
か
ち
、
そ
の
主
な
も
の
を
列
擧
し
て
、
簡
單
に
解
読
し
て
澱
く
。
　

　

　

　

　

,

牋

の

舞

踊
　

　

　

　

　

・

　
　
　
山詮

.　

幔



O
疹

　
　

　
　

　
　
鼬
　
の
　
舞
　
韈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
,大

　
　

シ
タ
　
　
ヰ
　
ベ

　
　

下

二
居

ル
　

　
坐

る

こ
と

で
あ

る
。

但
し
、

能

で
は
普
通

に
坐
.る
こ
と

ぱ
縄
對

に
な
く
、

必
ず
何

方
か

の
膝

を
立

　

て

＼
坐

る
。

上
掛

で

は
左

膝
を

立

て
る
が
、

下
掛

で
は
右
膝

を
立

て

＼
坐

る
。

尤

も
、

下

掛
で
も

ツ

レ
は
王

掛
と
同

　

じ

く
左
膝

を
立

て

る
。

ワ

キ
。も
左

膝

を
立

て

＼
坐

る
の
が
定

め
で
あ

る
。

　
　

安

坐
　

　

立

て
力
膝
を
横

に
仆

し

て
卆
ら

に
坐

る
こ
と

で
あ

る
。

嚢

飛
李
座

と
も

云
ふ
。

こ
れ
は

我

々
の
日
常
生

　

活

に
於

け

る
胡
坐

に
常

る
も

の
で
あ

つ
イし
、

あ

慶
6
行
儀

の
良

い
恰
好

で

は
な

い
。

從

つ
て
女

の
シ

一グ
な
ど
は
滅
多

　

に

安
坐

し
な

い
。

女

の
シ
テ
が
安
坐

す

る

の
は
、

ひ
ど

く
昂

奮

し

て
取

b
亂
し

カ
や
う
な
場

合

に
限

る
。

女

の
シ
テ

　
　

　

の

　
は

泣
く

の
に
夫
、抵

は
左

手
を
顏

に
當

て

＼
泣

く
。

こ
れ
を

シ
ヲ
る
と

云
ふ
。

斯
が
、
非

常

に
強

い
悲

し
み

を
表

現
す

.

る
場

合

に
は
兩

手
を
顏

に
當

て
る
。

こ
れ
を
斌

ジ

ヲ
リ
と

云
ぷ
が
、

こ

の
双
ジ

ヲ
リ

の
揚
合

に

は
安

坐
を

す
る

の
が
　

塾

　
普

逋

で
あ

る
。

こ
れ

は
老
入

の

シ
テ
の
揚

合

に
竜
同
樣

で
あ

る
。

安
坐

を

よ
く
す

る

の
は
鬼
畜
物

の

シ
テ
や
修
羅
物

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ク
ミ

　

の

シ
テ
で
あ

る
。

鬼
畜

物

の

シ
テ
な
ど

は
飛

び
上

つ
て
安

坐
す

る
こ
と

が
屡

々
あ

る
。

こ
れ
を
流
儀

に
依

つ
て
は
組

　
オ
ト

　
落

シ
と

い
ぶ
特

別

の
名
稱

で

呼
ん

で
一居

る
。

　
　

居
立

ツ
　

,
正
に
立
ち

上
ら

ん
と
す

る
恰
好

で
腰
を

上
げ

る
こ
と

を
云
ふ
。

俗

に
言

ふ
中
腰

に
な

る
こ
と

で
あ

る
。

　
多

く

の
場
合
、　
心
巾
-
の
怒

ら
を

蓑
現
す

る
時

に
田用
ゐ
ら

れ

る
。　
火

抵
、
居

立

つ

て
か
ら
、　
面
を

切

つ

て
何
物

か
を
見

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
す

ゑ

る
や
う

な
型

に
な

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

　
　
立

ツ
　

　
立
ち
王
、
る
こ
と

で
あ

る
。

立

つ
尢
揚

合

に
は
、
後

に
引

い
て
居

尤
足
を
前

へ
出

し

て
、

爾
足
を
揃

へ
る

騰



●

の
で
あ
る
が
、

こ
の
揃

へ
方
が
役
柄
に
依
つ
て
少
し
づ

＼
違
ふ
。
女
は
踵
も
爪
先
も
ピ
ヅ
タ
リ
と
附
け
る
が
噛
男
ぽ

踵
た
け
附
け
て
爪
先
を
開
之

。
武
人
や
山
伏
は
踵
を
も
少
し
離
す
。
鬼
畜
や
龍
紳
な
ど
は
更
に
多
く
踵
を
離
す
。

か

う
言
ふ
工
合
に
、
み
な
蓮

ふ
の
で
あ

る
。
尤

も
、

こ
の
規
定
は
流
儀
に
依
つ
て
必
ず
し
も

}
樣
で
な
い
。
例

へ
ば
、

女
は
觀
世
流
で
は
前
記
の
如
く
踵
も
爪
先
も
ピ
ッ
タ
ソ
と
附
け
る
が
、
喜
多
流
で
は
李
氣
で
八
文
字
に
開

い
て
居

る
。

金
春
流
は
爾
者
の
中
間

で
爪
先
を
ピ
ッ
タ
リ
と
附
け
は
し
な

い
が
、
餘

6
開
か
澱
や
う
に
と
教

へ
て
居

る
。
勿
論
.

見
力
目
は
擬
世
流
が
最
も
好

い
が
、
爪
先
を
ピ
ッ
タ
ソ
附
け
る
と
、
上
體

の
安
定
が
崩
れ
易

い
と
云
ふ
難
が
あ

る
。

　
右
ウ
ケ
　
　
右
を
向
く

こ
と
で
あ

る
。
別
に
何

の
意

昧
も
な
く
右
を
向
く
こ
と
が
臆
-々

あ

る
。
そ
れ
に
引
き
か

へ

左
を

ウ
ケ
る
と

い
ふ
こ
と
は
滅
多
に
な

い
。

こ
れ
は
舞
鏖

の
構
造
が
さ
う
さ
せ
る
の
で
あ

る
。

　

正

へ
直
ス
　
　

正
面

へ
向
き
直

る
こ
と
で
あ

る
。
右

ウ
ケ
カ
恰
好
か
ら
、
正
面

へ
向
き
直

る
や
う
な
場
合
に
、
そ

の
動
作
を

「
正

へ
直

ス
」
と
云
ふ
の
で
あ

る
。

　
ア
シ
ラ
フ
　
　
相
手

の
方

へ
向
く
こ
と
で
あ

る
。

シ
テ
が
ワ
キ
の
方

へ
向
べ
場
合
に
は
、
そ
の
勸
作
を

「
ワ
キ

ヘ

ァ
シ
ラ

フ
」
と
云
ふ

の
で
あ

る
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

.　

　

●

　

正

へ
出
デ
　
　
正
面

へ
出

る
こ
と
で
あ
る
。
能
で
は
正
面

へ
出

る
場
合
に
は
必
ず
左
足
か
ら
出
る
。
右
足
か
ら
出

る
こ
と
は
殆
ど
な

い
。

　
サ
シ
込
ミ
　
　
正
面

へ
出

て
、
勗
で
正
面
を
指
す
動
作
を
云
ふ
。

こ
の
場
合
に
は
必
ず
右
足
で
止
按
る
。
金
剛
流

　
　
　
　

能

の

舞

踊
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

六
七



■

　

　
　
　
　
能
　
己
。
舞
　
踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　、　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

み
ぎ
はん
み

で

は
左

足
で
止

衰

る
こ
と
も
あ

る
や
う

で
あ

る
が
、

こ
れ

は
疋
し

く
な

い
、

サ

シ
込

ん
だ
場
八
n
に

は
右

傘
身

(喜

多

　

　
　
　
　
　

じ
ゆ
ん
の
み

流

で
謂

ふ
所

の
順
之

身

)
で
き

ま

る
の
が
原
則

で
あ

る
か
ら
、

必
ず

右
足

で
止
、裳
ら

な
け

れ
ば
な
ら

な

い
、.
女
や
老

入

は

ハ
ッ

キ
リ
牛
身

に

は
な
ら

な

い
が
、

や

は
り
右
牛
身

で
き

、裟
る
氣

持

で
や
ら

ね
ば
な
ら

な

い
。

こ

の
型
を
金

剛

と

喜

多

で
は

シ
カ

ケ
と
言

つ
て
居

る
。

金
春

で
は
た

皮
サ

ス
と
言

つ
げし
居

る
。

　

開

キ
　

　

サ

シ
込

ミ
の
次

に
は

必
ず
開

キ
と

い
ふ
型

が
來

る
。

こ
れ

は
左

右
左

と
後

へ
三
足
引
き

な
が
ら
左
右

の

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

れ
だ
り
ぱ
ん
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
や
ぐ
の
み

手

を
開

く
動

作

で
あ

る
。

こ

の
型

は
左

孚
身

(喜

多
流

で
謂

ぷ
斯

の
逆

之
身
)

で
き

ま

る
。

但

し
、

こ
れ
囓
女
や
老

入

は

ハ
ッ

キ
リ
傘
身

に
は
な
ら

な

い
が
、

や

は
り
そ

の
氣
持

で
や

る
必
要

が
あ

る
。

　

サ
シ
廻

シ
　

　
こ
れ

は
正

面
か
ら
右

へ
約

四
十
五
度

の
塞
間

を
指

し
廻
す

型
で
あ

る
。

こ
の
型

は

各
流

と
毛
サ

シ

廻

シ
と
言

つ
て
居

る
が
、

型
、の
運

び
方

は
流

儀

に
依

つ
て

一
様

で
な

い
。

例

へ
ば
、
觀

世
流

で
は
先

づ
場

を
持

つ
力

右

手

を
横

へ
擴

げ

て
上

か
ら
前

へ
持

つ
て
來

て
正
面
を
指

し

な
が
ら
左
、右

と
二
足
引
き
、

そ

の
指

し

た
搨

を
右

へ
約

四

十

五
度
移

動

さ
せ
な
が

ら
、
右

左
右

と
三
足
弧

線

を
描
き

つ

＼
右

へ
出

る
が
、

金
春
.漉
で

は
正
面

を
指

し

て
か
ら

身

體

を
右

へ
約

四
十

五
度

ひ
ね

つ
て
、

そ

れ

か
ら

冶
左

右
と

三
足
出

る
。

か
5

い
ふ
工
合

に
少
し

づ

丶
違

ふ
が
、
そ

の
大

綱

は
同

一
で
あ

る
。

サ

シ
廻

シ
の
次

へ
ぱ
開

キ
が
來

る
の
が
普
通

で
あ

る
。

　

サ
シ

ワ
ケ
籃　

こ
れ

は
左
と

膚
と
爾
方

ヘ
サ

シ
廻
す

型
で
あ

る
。

こ
れ
慈
流
儀

に
依

つ
て
少
し

づ

＼
違

ぷ
溺
、

觀

世

流

で

は
、

先
づ
右

ウ
ゲ

て

二
足
出
な
が
ら

左
手

を
土

か
ち
前

へ
出

し
、

そ

の
手

で
左

ヘ
サ

シ
廻

し

な
が
ら

正

へ
直



し
・
左
右
と
.這

引
き
な
が
ら
享

皇

か
ら
前

へ
出
し
歪

磨

指
し
、
そ
れ
か
ら
右

ヘ
ナ

莚

す
.

こ
の
型
は

右

ヘ
サ

シ
廻
し

な
が
ら
右

左
右

と
三
足
出

て
開

く
場
合

と
開

か
ず
に
其

の
ま

＼
右

へ
大
き

く
廻

る
場
合

と
あ

る
。

つ

・ま

り

「
サ
シ

ワ

ケ
開

キ
」

と

「
サ

シ
ワ
ケ
右

へ
廻

ソ
」

の
二
種
が
あ

る
わ
け
で
あ

る
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　

臓

ザ

シ
　

　
こ

れ

は
搨

を
上

か
ら
撰

い
込

む
や

う
に
胸

の
前

へ
持

つ
て
來

て
、

そ

れ

か
ら

正
面

へ
指

す
型

で
あ

る
。

こ

の
型

を
卷

キ
ザ

シ
、

カ
イ
,込

ミ
ザ

シ
な
ど

と
穂

3・

る
流

讐

あ

る
。

こ
れ
も
流

儀

援

つ
て
多

少

趣
が
違

ふ
が
、

い
つ
れ
も
其

の
次
に
は
開
キ
が
來

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

莚

こ
れ
は
扇
を
⊥
か
ら
前

へ
出
し
!・
正
面
を
指
す
型
で
あ

る
。
流
儀
俵

つ
て
は
、
扇
を
上
か
ら
薗

、
出

し
・

そ

れ
を

ズ

ツ
と

胸

へ
近
寄

せ

て
弧

線

を
猫

か
せ

つ

＼
正
面
を
指

す
。
即

ち
、
胸

ザ

シ
と
殆

ど
同

じ
や

う
な
恰

好

に

な

る
わ
け

で
あ

る
。

暮

左
糞

は
嬉

鵜

勅

蒹

ポ

餐

釁

一禁

あ
る
が
、
單
に
マ

と
云
へ
ば
、
そ
れ
は
尖

右
の

意
味
で
あ
る
ど

れ
斃

舌

芒

差

へ
穿

と
這

出
で
、
再

李

を
さ
し
砦

へ
嵳

、三

足
出
る
型
で

あ

る
。

こ
の
左

右

の
次

に
は
必
ず
打

込
が
来

る
。

左

右
と

い
ふ
型

は
、

舞

の
型

が

一
段
落

に
な

る
所

に
あ

る
、
例

へ

ば

・

ク

セ
の
中

の
打

切
に
な

る
前

と

か
、

ア
ゲ

あ
に

な

る
前

と
か
、

ク

々
の
最

後

と
か
、

さ
う

い
ふ

所

に
あ

る
型
で

あ

る
、
勿
論

、

そ

の
場
合

々
々
に
應
じ

て
、

少
し
づ

＼
型
が
違
ふ

、

ク

あ

中

の
打

切

に
な

る
前

は
、

左
右

を
し

て

正

へ
打
込
ん
で
か
ら
閉
い
て
盤

尹

諮

ん
三

殺
蓬

な
る
、
ア
ゴ

の
前
は
、
蕘

を
し
て
正
へ
打
込
ん
で
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

　
　
　
　
　
能

の
舞

踊
　

　

　

　

　

.
　

　

厄
　

　

　

　

究

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

婁



畷

峨

曝

　
　
　
　

能

の

舞

踊
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
Q
　

　

　

　

'

ら
扇
を
開
く
。
ク
セ
の
終
6
は
、
左
右
を
し
て
正

へ
打
込
ん
で
共

の
ま

丶
止
め
る
、
と
云
つ
尢
工
合
で
あ
る
。

　

上
ゲ
扇
　

　
ア
ゲ

ハ
勗
と
も
云
ふ
。

ク
セ
の
ア
グ

ハ
に
あ
る
型
で
あ

る
。
即
ち
、

シ
テ
'は
ア
ゲ

ハ
の
夊
句
を
謠
ひ

な
が
ら
、

こ
の
ア
ゲ

ハ
扇
を
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
型
は
、
擴
げ
力
扇
を
顔

の
萠

へ
出
し

(
こ
の
場
合
、
勗

の
表
面

が
自
分

の
顏

へ
向
き
、
裏
面
が
觀
客

へ
向
ぐ
.や
う
に
す
る
)
左

・
右

・
左
と
後

へ
三
足
退
6
な
が
ら
勗
を
頭
上
に
上

げ
、
夏
に
右
横

へ
下
す
の
で
あ
る
、

こ
の
型
は
舞
上
グ

の
フ
カ
に
も
あ

る
。
即
ち
、

シ
ナ
は
ワ
ヵ
を
謠
ひ
な
が
ら
、

こ
の
型
を
す
る
の
で
あ
る
。
ま
力
舞

の
初
段
に
こ
の
型

の
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
カ
遞
う
で
あ

る
。
特
殊
な
例
で
あ

る
が
∴

通
小
町
」

の

寰

を
義

ぎ
捨
て
L
と

い
薪

に
こ
の
上
ゲ
扇

の
型
を
す
る
流
集

あ
る
.
尤

も
、
あ

場
合

に
は
後

へ
退
ら
ず
に
、
左
右
と
前

へ
二
足
出
る
の
で
あ

る
。

こ
の
場
合
に
は
上
グ
勗
と
い
ふ
舞

の
型
が
簑
を
脱

い
で
後

へ
捨
て
る
擬
態
と
し
て
用

ゐ
ら
れ
て
居

る
わ
け
で
あ
る
。
能
で
は
斯
う

い
ふ
工
合
に
本
來
意
味
の
な
い
型
が

意
味
の
あ

る
型
に
轉
用
さ
れ
る
揚
合
が
屡

々
あ

る
。
從

つ
て
意
味

の
な

い
型
と
意
味
の
あ
る
型
と
を

ハ
ヴ
キ
ソ
區
別

す
る
こ
と
ぽ
出
來
な

い
。
例

へ
ば
、

サ
シ
込
と

い
ぷ
型

は
元
來
何
の
意
味
も
な

い
型
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
何
物
か
を

指
示
す
る
場
合
、
叉
は
何
物
か
に
目
を
注
ぐ
場
合
に
用
ゐ
ら
れ
る
と
特
別
な
意
昧
を
持

つ
て
來
る
。
例

へ
ば
、

シ
プ

が
ワ
キ
に
向

つ
て
サ

シ
込
開

キ
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
シ
プ
が
ア
キ
に
向

つ
て
何
か
を
言
づ

て
居
る
意
味
、
叉
は
何
か

念
を
押
し
て
居
る
意
昧
に
な
る
。
斯

う

い
ふ
例
は
外
に
竜
澤
山
あ
る
。

　

大
左
右
　
　
ク
セ
の
ア
ゲ

の
で
上
ゲ
励
を
し
力
後

は
必
ず
大
左
右
と

い
ふ
型
に
な
る
。
こ
れ
は
左
冶
の
大
き
な
も



●

の
で
あ
つ
イし
、
先
づ
左
手
を
さ
し
て
左

へ
三
足
、

叉
は
五
足
出
て
左
拍
子
を
踏
み
、
そ
れ
か
ら
脇
正

へ
向

い
て
出

る
。

こ
の
足
蠍
に
は
制
限
が
な

い
が
、
七
歩
が
標
準
で
あ
ら
う
。

そ
れ
か
ら

正
先

へ
行

つ
て
打
込
ん
で
開
く
の
で
あ
る
。

つ
ま
6
舞
鏖
を

ジ
グ
ザ
グ
型
に
歩
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

る
。

　
中
左
右
　
　
舞
上
ゲ

の
ワ
カ
で
上
ゲ
扇
を
し
力
後
は
必
ず
中
左
右

と
い
ふ
型
に
な
る
。

こ
の
型
は
左
右
と
大
左
右

の
中
聞
を
行
く
型
で
、
先
づ
左
手
を
き
し
て
左

へ
三
足
出
で
、
右
手
を
さ
し
て
右

へ
三
足
(流
儀
に
依

つ
て
は
互
足
)

出
で
、
そ
れ
か
ら
正

へ
打
込
ん
で
開
く
の
で
あ

る
。
舞

の
初
段

の
上
グ
勗

の
次
に
も
中
左
右

・
打
込

・
陽

キ
と

い
ふ

型
が
來
る
こ
と
は
前

へ
遞
べ
禿
逋
う
で
あ

る
。

　
片
左
右
　
　
こ
れ
は
左
右

(
小
左
右
)

の
後
牟
だ
け
を
獨
立
さ
せ
力
型
で
あ
る
。
即
ち
、

右

へ
向
き
、
扇
で
右
を

さ
し
な
が
ら
右
左
と
二
足
出

る
の
で
あ
6
。
尤
も
流
儀
に
依

つ
て
ぱ
逆
に
右
左

と
後

へ
一
一足
引
く
。

こ
れ
は
片
左
右

に
限

つ
尢
こ
と
で
は
な
く
、
普
逋

の
左
右
で
も
、
流
儀
に
依
つ
て
は
、
右

へ
さ
し
な
が
ら

二
足
引
く
こ
と
に
な

つ
て

居

る
。
左
右

の
所
で
言
ひ
落

し
カ
か
ら
、
書
き
添

へ
て
畳
く
。

　
カ
ザ
シ
　

　
こ
れ
は
扇
を
高
く
翳
す
型
で
あ
る
。

こ
の
揚
合
、
扇

の
持
ち
方
は
常
と
異
う
、
扇

の
表
面
が
内
側
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
み

戛

画
が
外
側
に
な
る
。

こ
の
型
は
概
ね
角
、
即
ち
目
附
柱
の
傍
で
行
は
れ
る
。

ク
セ
の
終
6
に
は
必
ず
こ
の
型
が
あ

る
。
即
ち
、
常
座

(
夊
は
大
小
前
)

か
ら

サ
ノ
シ
て
角

へ
行
き
、
勗
を
カ
ザ
し
て
左

へ
大
き
く
廻

つ
て
大
小
前

へ
行
き
、

左
右
打
込
し
て
止
め
る
の
が
定
跡
で
あ
る
。

こ
の
カ
ザ
シ
と

い
ふ
型
は
言
ふ
浚
で
格
な
く
純
粹
な
舞

の
搨
で
あ
つ
て
、

　
　
　
　

能
　
の
　
舞

踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



C

　
　
　

　

能

の

舞

踊
叩

　

　

　

　

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七
二

其

れ
自

體

に
は
何

の
意
味

も
な

い
が
、

こ

の
型

に
特
殊

な
意

味

を
特

π
せ

る
場
合

も
な
く

は
な

い
。

例

へ
ば
、

扇

を

カ
ザ
し

て
遙

か
右

の
方

を
見

上
げ

る
こ
と
が
あ

る
。

ま

力
逆

に

カ
ザ

し
允
扇

を
下

に
伏
せ

る
や
う

に
し

て

下
を
見

る

型
も

あ

る
。

自
分

の
姿

を
水
銹

に
寫

し

て
見

る
や
う

な
場
合

で
あ

る
。

ま

カ

カ
ザ
す
扇

を
餘

う
高

く
上

げ

ず
に
自
分

の
顔

の
前

へ
持

つ
て
來

て
、

面

を
伏

せ

て
左

へ
廻

り
、
愁

嘆

の
戚
情

を
表

現
す

る
や

う
な

こ
と
も
あ

る
。

　

慶
力

搨

を
左
手

に
取

つ
て

(
か
う

い
ふ
場
合

に

は
必
ず
扇

の
親
骨

を
持

つ
)

そ

れ
を
頭
上

に
翳

す
型

も

あ

る
。

こ

の
型

は
觀

世
流

に

は
滅

多

に
な

い
が
、

金
春

流

や
金

剛
流

に

は
時

々
あ

る
。

大
抵

は
遠
く

を
見

は
る

か
す

型

で
あ

る
。

こ

の
場

合

に
は
正

面
よ
う
…幾
分
左

の
方
を
見

る
の
が

コ
ツ
で
あ

る
。

　

雲

の

扇

　

　
左

手

を
前

へ
出
し
、

勗

を

カ
,ザ

シ
の
時

の
や

う
に
持

つ
て
、

左
手

の
上

へ
重

ね
、

そ
れ

か
ち

爾

の
手

を
左
右

へ
引
き
離

す
型

で
あ

る
。

詳

し
く
言

ふ
と
、

左
手

は
斜

左

下

へ
、

右

手
は
斜

右
上

へ
引

き
離

す

の

で
あ

る
。

こ
れ

ぱ
塞

を
見

上
げ

た
b
す

る
場
合

に
川

ゐ

る
型
、で
、
雲

の
扇

と

い
ぶ
稱
呼

も
其
∵處
か
ら
來

て
帰

る
.
流

儀

に
依

つ

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

●

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

ウ
チ
ア
ゲ
　
　
ヒ
キ
げ
ケ

て
は

天

の
扇

と
竜
言

つ
て
居

る
。

嚢
力
打

上
、

引
分

カ
ザ

シ
な

ど
と

呼
ん

で
居

る
流
儀

も
あ

る
。

　

カ
へ

　

抱

工
扇

　

　
右
手

に
持

つ
力
搨

を
左

の
肩

(若

し
く

は
肩

よ
ら
少

し
下
)

に
當

て
が

つ
て
斜

右
上

を
見

上

げ

る
型

で
あ

る
。

こ

の
場

合
、

少
し
左

を
引

い
て
牛
身

に
な

る
の
が

コ
ツ
で
あ

る
。

月
を
見

瀧
う
す

る
場

合

に
、

よ
く
用

ゐ

ら

れ

る
型

で
あ

る
。

流
儀

に
依

つ
て
は
、

こ
れ
を
月

の
勗

と
云

つ
て
居

る
。
　
　

　
　
　

　
　

・

　
枕

の
扇

　
　
耽

搨
と

も

云
ふ
。

こ
れ

は
椴
睡

の
型

で
あ

る
。

搨

を
左
手

に
取

め
、
右

ウ

ケ
て
二
足
出
、

下

に
居

て

禪

O



O

左
手

の
勗

で
面

を
隱

す
型

で
あ

る
。

尤

も
、
・場

合

に
依

つ
て
は
、
右

ウ

ケ

て
二
足
出

て
か
ら
、

安
坐

し

て
正
面
を
向

き
、

そ
れ

か
ら
左

手

の
扇

で
面

を
隱

す

こ
と

竜
あ

る
。

元

來
は
前

記

の
如
く
假
睡

の
状

を
表
現

し

控
型
、で
あ

る
が
、

シ
プ

の
姿

が
淌
え

て
見
え

な
く

な

る
や

う
な
場

合

に
も
、

こ

の
型

が
用

ゐ
ら

れ

る
。

多

く

は
、

シ
ナ
の

姿
が
海

中
に

沒

し

て
見

え
な

く
な

る
と

い
つ
尢
や

う
な
揚
合

で
あ

る
。

こ

の
場

合

に
は

必
ず

右

ウ
ケ
て

下
に
居

π
恰

好

で
枕

の
扇

を

す

る
。

安
坐

す

る
こ
と
は

な

い
。

場

合

に
依

つ
て
は
冶

へ
飛

び
返

つ
て
下

に
居

、
枕

の
扇

を
す

る
こ

と
も
あ

る
、

　

招

キ

扇

　

　
こ
れ

は
讀

ん
で
字

の
如
く
勗

で
招

く
型

で
あ

る
。

こ
の
型
が

我

々
の
H
常
動

作
と
異

る
點

は
手

の
表

裏

に
あ

る
。

即

ち
、
我

々
の
日
常
動

作
で

は
手

の
甲

が
上

に
な
り

、
掌

が
下

に
な

る
。

能

で
も
、
勗

を

持

穴
ず
に
手

で
招

く
場
合

に

は
、

日
常

動
作

の
逋

ら
で
あ

る
が
、
翊

を
持

つ
て
招
く
場
合

に
は
、

口
常

動
作

と
は
逆

に
、

手

の
甲

を

下

に
、
掌

を
上
に
し

て
招

く

の
で
あ

る
。.
勿
論
、

日
常

動
作

の
や
う

に
、

小
さ

く
は
や
ら

な

い
。

大

き

く
、

そ
し

て
緩

や

か
に
や

る
。

火

を
煽

い
だ

う
、
塵

を
拂

つ
た
う
す

る
型

は
、

こ

の
招

キ
搨

を
小
さ

く
、

そ
し

て

少
し
手

早
く

や

る

の
で
あ

る
。

い
つ

れ
竜

二
度

つ

父
け

て
や

る
の
が
原
期

で
あ

る
。

娑
費
場
合

に
依

つ
て
は
、

兩
手

で
招
く

こ
と

竜
あ

る
。

そ

の
場
合

に
竜
、

左
手

は
扇

を
持

つ
て
居

る
右
手

と
同
じ

く
掌

を
上

に
し

て
招
く

の
で
あ

る
。

　

霞

の
扇

'　

こ
れ

は
招

キ
扇

(
片
手

の
)

を
極

め
て
綏
や

か
に

一
度

だ
け
や

る
型

で
あ

る
と
思

へ
は

よ

い
。

但

し
、

こ

の
型

を
す

ゐ
場
合

に

は
、

必
ず

ス
声
ノ
＼

と
前

へ
出

る
。

つ
ま
わ

亮
く
上

げ
控
扇

を
靜

か
に
前

へ
下

し
な

が
ら
前

遲

す

る
型

で
あ

る
。

こ
の
型

を
觀
世

流

で
霞

の
勗

と
稱
す

る
の
は
、

恐

ら
く

～、φ
囚雀

田
」

の

「
霞

の
綱

に

か

＼
う
」

　
　

　
　

」能

の

舞

踊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
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能
　
の
　
鍔
　
踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

と

い
ふ
文
句
で
此
の
型
を
す

る
所
か
ら
來

て
居
る
の
で
あ
ら
う
。
金
剛
流
で
は
、

こ
れ
を
瀧

の
扇
と
言

つ
て
居
る
。

こ
れ
は

「
田
村
」

の

〕
音
朋
の
瀧

の
白
糸

の
L
、

「
放
下
僭
」
の

「
祗
園
清
水
落
ち
來

る
瀧

の
」
、

「
西
行
櫻
」

の

「
戸

無
瀬
に
落

つ
る
瀧

つ
波
☆
で
も
」

な
ど
に
此
の
型
が
あ

る
か
ら

で
あ
ら
う
。
名
稱
と
し
て
は
霞
の
扇
よ
う
も
瀧

の
扇

の
方
が
委
當
で
あ

る
や
う
に
思

ふ
。
な
ほ
此
の
型
は
山
風

の
吹
き
下
し
て
來

る
の
を
表
現
す
る
場
合
に
も
用

ゐ
ら
れ

る
。.バ

ネ
扇
　

　
搨
を
左
に
取
亟
、
そ
れ
を
右
の
肱
の
上

へ
伏

せ
て
置

い
て
、

ハ
、矛
る
や
う
に
左
手
を
左

へ
引
き
放
す

型
で
あ
る
。
矢
を
放

つ
意
味
を
表
現
す
る
や
う
な
揚
合
に
は
、
こ
れ
を
強
く
や
る
が
、
文
句
の
意
味
に
依
つ
て
は
和

ら
か
く
や
る
。
嚢
力
こ
の
型
を
二
度

つ
壁
け
て
や
る
場
合
が
あ

る
。
そ
れ
は
多
く
風

の
そ
よ
ぐ
の
を
表
現
す
る
や
う

な
場
合

で
、

こ
れ
は
和
ら
か
く
や
る
。

　

ユ
ウ
ケ
ン
　

　
こ
れ
は
主
と
し
て
喜
悦
の
情
を
表
す
型
で
あ

る
。
先
づ
扇
を
胸
に
當

て
、
そ
れ
を
前
か
ら
右
上
の

方

ヘ
ハ
、矛
る
や
う
に
上
げ

る
の
で
あ

る
。
大
抵
は
二
度

つ
父
け
て
や

る
。

心
が
轄
然
と
開
け
力
趣
を
見
せ
る
の
で
あ

る
。
然
し
、
か
う

い
ふ
特
殊
な
意
味
を
持
爰
な

い
ユ
ウ
ケ
ン
も
あ

る
。
例

へ
ば
、
三
番
目
物

の
舞

グ
セ
の
前
に
あ

る

サ

シ
の
最
後

の
文
句
で

ユ
ウ
ケ

ン
を
す

る
の
が
定
跡
に
な
つ
て
居

る
が
、

こ
れ
に
は
何

の
意
昧
も
な

い
。

　
兩

ユ
ウ
ケ
ン
　

　
こ
れ
は
兩
手
で

ユ
ゥ
ケ
ン
を
す
る
型
で
あ

る
。
先
づ
兩
手
を
胸
に
當

て

(
左
手
を
下
に
し
て
共

の
上

へ
右
手
の
搨
を
重
ね
る
)
そ
れ
を
前
か
ら
左
右
の
上

へ
の
ネ
る
や
う
欠
翔
く
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
色

々
な
意
殊



が
あ
る
。
例

へ
ば
、
神
樂
を
奏
す
る
と

い
ふ
意
味
の
文
句
が
あ
る
と
、
よ
く
兩

ユ
ゥ
ケ
ン
の
型
を
す

る
。

痩
だ
共
の

紳
樂
に
依
つ
て
悪
魔
を
拂
ひ
除
け

る
と

い
ふ
や
う
な
意
味
を
表
現
す
る
場
合
も
あ
る
。

ま
力
天
狗
物
の
シ
プ
が
兩

ユ

ウ
ケ
ン
を
す
る
場
合
に
は
、
天
狗
が
朋
風
を
立
て
丶
大
塞
を
飛
翔
す
る
意
味
を
現
す
。

　
打
合
セ
　
　
こ
れ
は
兩
手
を
打
ち
合
せ
る
型
で
あ
る
。
扇
を
持

だ
ず
や
る
場
合
も
あ

る
が
、
大
抵
は
搨
を
持

つ
て

居

て
や

る
。

い
つ
れ
に
し
て
竜
、
兩
手
を
左
右
に
大
き
く
擴
げ
て
打
ち
合
せ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
打
合

セ
の
型
で
色

色

の
戚
情
を
表
現
す

る
。
何
事
か
を
悟

つ
カ
や
う
な
場
合
、　

「
エ
・
、
仕
方
が
な

い
」
と
云
つ
カ
や
う
な
自
暴
自
棄

な
戚
情
を
表
す
場
合
、
　
「
こ
れ
は
何
う
だ
」

と
驚
く
や
う
な
場
合
、

ま
尢

「
南
無
三
寶
、
し
ま
つ
π
」

と

い
ふ
や
う

な
意
味
を
表
す
場
合
、

い
つ
れ
も
打
合

セ
の
型
を
以
つ
て
其

の
戚
情
を
表
現
す
る
の
で
あ

る
。
ま
尢
手
を
打

つ
て
笑

ひ
興
ず

る
や
う
な
場
合
に
毛
矢
張
う
こ
の
型
を
す

る
が
、

こ
れ
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。

　
シ
ヲ
リ
　
　
こ
れ
は
泣
く
型
で
あ

る
。
邑
面
を
伏
せ
、
右
手
、
又
は
左
手
を
目
に
當

で
＼
愁
嘆
の
情
を
表
現

丁
る
。

こ
の
場
合
、
手
を
目
に
ピ
ッ
タ
リ
當

て
ず
に
少
し
離
し

て
置
く
。

こ
の
場
合
、
手
を
目
に
當

て
る
心
算

で
は
い
け
な

い
。
そ
れ
で
は
低
す
ぎ

る
の
で
あ

6
。
眉
毛
の
邊

へ
當
て
る
心
算

で
丁
度
よ

い
。
目
に
當
て
る
心
算
だ
と
鼻
を
抑

へ

て
居
る
や
う
に
見
え
て
甚
だ
滑
稽
な
恰
好
に
な

る
か
ら
で
あ

る
。

そ
れ
か
ら
左
右

い
つ
れ

の
手
を
使
ふ
か
に
就

い
て

唱
規
定
が
あ

る
の
で
あ

る
.
即
ち
、
男

は
右
手
、
女
は
左
手
が
原
則
で
あ

る
。
但
し
、
女
で
も
左
手
に
何
か
を
持

つ

て
居
れ
ば
、
右
手
で
シ
ヲ
る
。

凄
完
女
で
格

ツ
レ
は
男
と
同
じ
く
冶
年
で
シ
ヲ
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。

　
　
　
　

能
　
の

舞

聴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.
七
蕊



　
　
　
　

艢
　
の

舞

踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
六

　
双
ジ
ヲ
リ

　
　
こ
れ
は
兩
手
を
目
に
當
て

＼
泣
く
型
で
あ
る
。
前
に
も

　
寸
述
べ
π
が
、
兩
手
を
使

つ
て
泣
く
の

は
大
分
取
う
亂
し
尢
恰
好
で
あ

つ
て
、
片
手

で
泣
く
場
合
よ
6
遙

か
に
張
烈
な
悲
し
み
を
表
現
す
る
も
の
と
思

つ
て

よ

い
。
從
つ
て
女
の
シ
テ
に
は
双
ジ
ヲ
リ
は
滅
多
に
な

い
。

　
曇
ル
　
　
面
を
曇
ら
す
と
慈
云
ふ
。
面
を
伏
せ
て
愁
嘆

の
情
を
表
す
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
面
を
普
通
よ
う
少
し
上

げ
る
こ
と
を
面
を
照
ら
す
と
云
ふ
。
喜

び
の
戚
情
を
表
す
場
合
に
は
少
し
面
を
照
ら
す
心
持
が
あ

つ
て
よ

い
。
但
し

面
の
照
り
過
ぎ
π
の
は
恰
好
の
良
く
な

い
竜
の
で
あ

る
か
ら
、
そ

の
限
度
が
難
か
し
い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
何
か

を
見
上
げ
る
に
し
て
略
、
眞
上
を
見

る
の
は
甚
だ
危
險

で
、
左
か
右

へ
外
し
て
見
上
げ
る
の
が
賢
明
で
あ

る
。
正
面

を
見
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
は
、
身
躰
を
眞
正
面

へ
向
け
ず
に
置
く
。
そ
し
て
牛
身
で
見
上
げ
る
。
か
う

す
れ
ば
、
そ
ん
な
面
を
照
ら
さ
な

い
で
竜
、
上
を
見
上
げ
て
居

る
戚
じ
が
出

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
引
き
か

へ
、

面
を
曇
ら
す
場
合
は
、
多
少
曇
ら
せ
す
ぎ

て
菊
、
き
う
可
笑
し
く
は
な

い
の
で
、
面
を
照
ら
す
揚
合
の
や
う
な
特
殊
、

な
工
夫
を
要
し
な

い
の
で
あ
る
。

　
面
ヲ
ツ
カ
フ
　

　
面
を
左

右
に
動
か
し
て
物
を
見
廻
す
型
で
あ

る
。

こ
れ
が
中

々
難
か
し

い
。
滿
足
に
面
が

ツ
カ

へ
る
や
う
に
な
れ
ば
、
　
噸
入
前
と
云
つ
て
よ

い
。

　
面
ヲ
切
ル
　
　

面
を
鏡
く
動

か
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
物
を
見

る
場
合
と
さ
う
で
な

い
場
合
と
あ
る
。
き
う
で

な

い
揚
合
と

い
ふ
の
は
、
威
勢
を
示
し
旋
あ
、
怒
り
の
戚
情
を
表
現
し
尢
う
す
る
揚
合
で
あ

る
。
龍
紳

・
鬼
紳

・
武



入
な
ど

の
や
う
な
彊

い
慈
の
は
盛

ん
に
面
を
切
る
が
、
女
は
滅
多
に
し
な

い
ゆ
殊
に
若

い
女
は
絶
對
起
し
な

い
と
云

つ
て
慈
よ

い
。
尤
竜
、
演
者
に
依
つ
て
は
、
小
面
や
孫
次
郎

の
や
う
な
優
艶
な
面
を
か
け
な
が
ら
、
面
を
切
る
こ
と

が
あ
る
。
勿
論
、
そ
れ
は
小
さ
く
や
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
我

々
は
賛
成
し
な

い
。
ま
力
應
見
系
統

の
豪
宕
な

面
を
掛
け
て
居

る
場
合
に
は
、
面
を
切
る
に
し
て
も
、
よ
ほ
ど
注
意
し
て
、
重
々
し
く
や
ら
な

い
と
、
面
に
そ
ぐ

は

な

い
。

　
慶
だ
色

々
解
読
し
て
置
き
た

い
事
が
あ
る
が
、
既

に
規
定

の
頁
數

を
大
分
超
遇
し
て
居

る
か
ら
、

る
。

こ
れ
で
擱
筆
す

鶻

の

舞

踊

♪壱


